






　本日は「D.I.D全日本モトクロス選手権シリーズ 2026 第 9戦 第 64回MFJ-GPモトクロス大会」に多数のご来場を

賜り、心より歓迎申し上げます。

　2026年シリーズは、3月に新規会場である三重県・いなべモータースポーツランドで開幕し、ここ宮城県・スポーツランド

SUGOにていよいよ最終戦を迎えることとなりました。今年は全9大会に拡大したシリーズで、ファンの皆様には昨年以上に

数多くの熱戦をお届けできました。各地の会場に足を運び、温かいご声援を送ってくださったファンの皆様に、心より御礼

申し上げます。

　本日のMFJグランプリ大会には、昨年に続いて世界のトップライダーの参戦が実現しております。その筆頭は、本年

MXGP※最高峰クラスで6度目の王座に輝いたジェフリー・ハーリングス選手です。世界最高峰のライディングを間近で

ご覧いただくとともに、全日本選手権のレギュラーライダーたちによる年間チャンピオン争いもお楽しみいただける、見どころ

満載の大会です。チェッカーフラッグまで全開で攻め続けるすべての選手に、ぜひ熱い

ご声援をお送りください。

　一般財団法人日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ）は、モーターサイクルスポーツ

のさらなる普及を目指し今後も多様な活動を展開してまいります。ご来場の皆様も、本日の

興奮をきっかけに「観る」から「走る」へ。ご自身の興味や技量に応じた競技会への参加など

を通じて、モーターサイクルスポーツの魅力を体感していただければ幸いです。

　最後に、参加選手およびチーム関係者のご健闘を祈念するとともに、本大会を主催いた

だいたスポーツランドSUGOをはじめ、ご支援を賜った宮城県、村田町、地域の皆様、

ご協賛各社、競技役員、報道各社、そして多くの関係者の皆様に心より感謝申し上げ、

挨拶とさせていただきます。
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レースアドバイザー 田中 教世
テクニカルオフィサー 坂本 裕輔
MSP大会運営事務局 中西 悟
MSP大会運営事務局 中西 啓子
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SUGO OFFICIAL NAVIGATOR
 春霞
 齋 僚花
 加藤 亜美

※MXGP：FIM（国際モーターサイクリズム連盟）が統括するモトクロス世界選手権。欧州を中心に世界各地を転戦し、最高峰の
MXGPクラスとMX2クラスで年間王座が争われる。

■大会名称 D.I.D全日本モトクロス選手権シリーズ 2026 第9戦  第64回MFJ-GPモトクロス大会
■主催 株式会社菅生／一般社団法人日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ）
■公認 国際モーターサイクリズム連盟（FIM）／一般社団法人日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ）
■後援 スポーツ庁、観光庁、公益社団法人宮城県観光連盟、河北新報社、
 村田町、名取市、大河原町、柴田町、蔵王町、川崎町、岩沼市観光物産協会
 一般社団法人二輪車普及安全協会、PR TIMES
■開催日程 2026年10月31日（土） 全日本クラス：公式予選／IB OPENヒート1決勝
  承認・併催レース：JX／Yamaha YZ125 BLU CRU Cup／エンジョイクラス
 2026年11月1日（日） 全日本クラス：全クラス決勝（IB OPENヒート2決勝）
  承認クラス：CX
■会場 スポーツランドSUGO インターナショナルモトクロスコース
■開催クラス 全日本クラス：IA 1／IA 2／IB OPEN／レディース
 承認クラス：JX（ジュニアクロス）／CX（チャイルドクロス）
 併催レース：Yamaha YZ125 BLU CRU Cup／エンジョイクラス

　本日は、スポーツランドSUGOにご来場いただき、誠にありがとうございます。

　6月の第4戦に続き「D.I.D全日本モトクロス選手権シリーズ 2026 第 9戦 第 64回MFJ-GPモトクロス大会」を、ここ

スポーツランドSUGOで無事に開催できますことを、主催者を代表して心より御礼申し上げます。

　本大会は、年間チャンピオン獲得に向けた各クラスの戦いがいよいよクライマックスを迎えるシーズン最終戦となります。

国内最高峰クラスであるIA1をはじめ、IA2、IB-OPEN、LMX など、各カテゴリーのトップライダーが集結し、年間ラン

キングを懸けた熱戦が繰り広げられる、最後まで目の離せない大会となります。また、承認クラスとしてJX、CXも開催され、

これからのモトクロス界を担う若手ライダーや次世代のライダーたちによる熱戦もお楽しみいただけます。

　さらに、若手ライダーの育成を目的として開催される「Yamaha YZ125 BLU CRU Cup 」に加え、初心者でも気軽に

レースの雰囲気を感じていただける参加型クラス「エンジョイクラス」も開催いたします。

　また、MFJグランプリ大会では、例年、海外で活躍するライダーの参戦もあり、国内トップライダーとの激しいバトルが

繰り広げられてきました。本年もまた、シーズン最終戦ならではの特別な舞台で、国内外のトップライダーがどのような走りを

見せてくれるのか非常に楽しみです。出場選手たちは最終戦に相応しい果敢な攻めのレース

を繰り広げてくれると確信しておりますので、最後まで全てのクラスの選手に向けてご来場の

皆様から熱い声援を送っていただければと思っております。

　レース以外ではアフターパーツメーカーとバイクショップ等によるグッズ販売を第1パドック

で行うほか、今回もバイクでご来場のお客様には無料でご利用いただける「ライダーズ

カフェ」を用意しております。レース観戦の合間にご利用ください。また、ステージイベントも

継続して開催いたしますので、お昼休みの時間もお楽しみください。

　最後になりますが、本大会の開催にあたりまして、多大なるご支援・ご協賛を賜りました

自治体・企業・団体の皆様、ならびに大会運営にあたりご尽力いただきます競技役員、関係

者の皆様に心より御礼を申し上げますとともに、参加選手、チーム関係者の皆様のご健闘を

祈念致しまして、私からのご挨拶とさせていただきます。
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代表取締役社長
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（MFJ）

鈴木 哲夫会長
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ごあいさつGreeting 開催概要Summary

＊敬称略・五十音順年間スポンサー各社Sponsors

Astemo株式会社
株式会社ＲＳ
アールケー・ジャパン株式会社
アスカ株式会社
株式会社アライヘルメット
株式会社Westwood MX
大林道路株式会社
小倉クラッチ株式会社
株式会社オートバックスセブン
株式会社オーファ
株式会社オフィスとらくしょん
株式会社菓匠三全
カリーナフードサービス株式会社
株式会社カロッツェリア ジャパン
株式会社カワサキオート山形
株式会社キスケフーズ
カヤバ株式会社
コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社
株式会社こばやし
有限会社佐建
三慶印刷株式会社

株式会社ジェーエーシー
自然農園
株式会社シナノトレーディング
株式会社新生防災設備
株式会社セナ・コーポレーション
仙台国際空港株式会社
株式会社造形社
大成ロテック株式会社
大同工業株式会社
タカラ株式会社
ダスキンレントオール
株式会社ダートフリーク
株式会社ダンロップタイヤ
有限会社ティーワークス
株式会社デンソー
東北総合美研有限会社
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株式会社トムス
トヨタ自動車株式会社
株式会社トライボジャパン
西尾レントオール株式会社

日建リース工業株式会社
日本特殊陶業株式会社
日本ミシュランタイヤ株式会社
株式会社ブリヂストン
株式会社ペトロプラン
本田技研工業株式会社
株式会社ホンダモーターサイクルジャパン
三井住友海上火災保険株式会社
宮城テント
宮城トヨタ自動車株式会社
株式会社ＭＯＳＴ
株式会社モトーレン仙台
有限会社山田建設
ヤマハ発動機株式会社
横浜ゴム株式会社
株式会社ラブテック
株式会社ラプラス
株式会社利久
株式会社ワイズギア
株式会社和光ケミカル
ワールドキッチン
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先
日
、長
男
か
ら
ス
テ
キ
な
動
画
が
送
ら
れ
て
き
た
。

2
0
2
6
年
の
モ
ト
ク
ロ
ス
・
オ
ブ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
で
優
勝
し
た
ベ
ル
ギ
ー
チ
ー
ム
の
パ
ド
ッ
ク
で
、

リ
ア
ム・エ
バ
ー
ツ
の
マ
シ
ン
を
前
に
、祖
父
の
ハ
リ
ー
に
続
い
て
父
親
の
ス
テ
フ
ァ
ン
が
ア
ク
セ
ル
を
全
開

に
し
て
、親
子
3
代
に
渡
る
栄
光
の
喜
び
を
爆
発
さ
せ
た
瞬
間
を
映
し
出
し
た
動
画
だ
っ
た
。

　
1
9
4
7
年
か
ら
始
ま
っ
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
の
歴
史
の
中
で
、ハ
リ
ー
は
76
、79
年
、ス
テ
フ
ァ
ン
は
95
、

97
、98
、03
、04
年
の
５
回
に
渡
る
勝
利
に
貢
献
。そ
し
て
遂
に
、リ
ア
ム
も
13
年
ぶ
り
、16
回
目
の
栄
冠

を
祖
国
ベ
ル
ギ
ー
に
も
た
ら
し
た
。

　

1
9
7
6
年
、ハ
リ
ー
が
代
表
に
選
抜
さ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
チ
ー
ム
が
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
で
勝
利
し
て
、

な
ん
と
50
年
後
の
今
年
、孫
の
リ
ア
ム
が
ベ
ル
ギ
ー
に
勝
利
を
挙
げ
た
こ
と
に
な
る
。

　
ス
テ
フ
ァ
ン
が
15
歳
で
世
界
選
手
権
の
前
座
レ
ー
ス
に
出
場
し
て
い
た
頃
か
ら
、引
退
す
る
34
歳
ま
で

の
約
20
年
間
、ず
っ
と
彼
の
レ
ー
ス
を
見
て
き
た
。当
時
、す
で
に
レ
ー
ス
を
引
退
し
て
い
た
ハ
リ
ー
は
、

息
子
・ス
テ
フ
ァ
ン
の
才
能
を
確
信
し
、親
子
2
代

に
渡
る
タ
イ
ト
ル
獲
得
に
賭
け
て
い
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
も
観
客
も「
４
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
た

ハ
リ
ー
・エ
バ
ー
ツ
の
息
子
、ス
テ
フ
ァ
ン
が
レ
ー
ス

に
出
て
い
る
」と
誰
も
が
注
目
し
、初
勝
利
、そ
し

て
初
タ
イ
ト
ル
獲
得
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
し
ま
う
の
も
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、そ
の
期
待
の
大
き

さ
は
計
り
知
れ
な
い
。時
に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
も
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　
ま
だ
若
い
頃
、転
倒
し
て
パ
ド
ッ
ク
に
戻
る
と「
来
週
は
絶
対
に
勝
つ
」と
泣
き
な
が
ら
ス
テ
フ
ァ
ン
は

悔
し
さ
を
爆
発
さ
せ
、そ
の
翌
週
の
レ
ー
ス
で
は
勝
っ
た
。そ
ん
な
息
子
を
見
て
ハ
リ
ー
は
言
っ
た
。

ど
ん
な
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
て
も
、常
に
自
分
を
信
じ
て
い
た
か
ら
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
。

　
親
子
の
葛
藤
も
あ
っ
た
、命
に
関
わ
る
よ
う
な
大
ケ
ガ
も
し
た
･
･
･
山
あ
り
、谷
あ
り
の
中
で
、何

度
も
ス
テ
フ
ァ
ン
の
栄
光
の
シ
ー
ン
を
こ
の
目
に
し
て
き
た
。そ
し
て
今
年
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
で
息
子
の

リ
ア
ム
を
抱
き
し
め
な
が
ら
涙
す
る
ス
テ
フ
ァ
ン
を
見
て
、昔
の
ハ
リ
ー
の
姿
と
重
な
り
、き
っ
と
同
じ

気
持
ち
を
味
わ
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。お
父
さ
ん
の
顔
の
ス
テ
フ
ァ
ン
も
ス
テ
キ
だ
っ
た
。

　
2
0
0
6
年
、最
終
戦
を
待
た
ず
し
て
10
タ
イ
ト
ル
を
決
め
た
ス
テ
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
最
後
の
レ
ー
ス

と
な
る
世
界
選
手
権
・
最
終
戦
、そ
し
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
。こ
の
歴
史
的
瞬
間
を
見
た
い
一
心
で
、生
命

保
険
を
解
約
し
て
家
族
４
人
分
の
航
空
券
を
買
っ
た
。

　

最
終
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ル
ネ
ー
で
、ス
テ
フ
ァ
ン
は
完
全
制
覇
で
G
P
通
算
101
勝

を
マ
ー
ク
し
、当
時
２
歳
に
な
る
リ
ア
ム
と
妻
を
抱
き
し
め
、喜
び
を
噛
み
締
め
た
。

そ
れ
か
ら
20
年
後
、こ
の
同
じ
サ
ー
キ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
で
リ
ア
ム
の
勝
利
に
涙
す
る

ス
テ
フ
ァ
ン
が
い
る
な
ん
て
、誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
･
･
･
。

　
念
願
の
10
タ
イ
ト
ル
獲
得
後
、引
退
を
決
意
し
た
ス
テ
フ
ァ
ン
を
前
に「
あ
と
１
〜
２
年
は
レ
ー
ス
を

続
け
ら
れ
た
だ
ろ
う
し
、さ
ら
に
優
勝
も
重
ね
て
、11
タ
イ
ト
ル
も
取
れ
た
は
ず
だ
」と
思
う
と
、ハ
リ
ー

は
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

全
て
の
レ
ー
ス
キ
ャ
リ
ア
に
幕
を
引
い
た
後
、ベ
ル
ギ
ー
で
ス
テ
フ
ァ
ン
の
引
退
パ
ー
テ
ィ
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。ハ
リ
ー
と
パ
ー
テ
ィ
会
場
に
向
か
う
途
中
、学
校
に
立
ち
寄
っ
た
。「
こ
の
小
学
校
は
私
が

通
い
、息
子
の
ス
テ
フ
ァ
ン
も
こ
こ
で
学
ん
だ
。そ
し
て
数
年
後
に
は
孫
の
リ
ア
ム
も
こ
こ
の
生
徒
に

な
る
。親
子
３
代
が
通
う
学
校
だ
よ
」と
ハ
リ
ー
。こ
こ
で
も
歴
史
の
重
み
を
感
じ
た
。

　
リ
ア
ム
の
こ
と
を
聞
い
て
み
る
と「
も
し
か
し
た
ら
、ス
テ
フ
ァ
ン
以
上
に
才
能
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。彼
が
抱
え
る
問
題
が
あ
る
と
し
た
ら
、そ
れ
は
ス
テ
フ
ァ
ン・エ
バ
ー
ツ
の
息
子
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
け
だ
ろ
う
ね
」。ハ
リ
ー
は
昔
を
思
い
出
す
か
の
よ
う
に
目
を
細
め
た
。

　

そ
の
顔
は
息
子
と
２
人
で
戦
う
父
親
か
ら
、孫
を
見
守
る
祖
父
の
顔
に
変
わ
っ
て
い
た
。

「
孫
が
引
退
す
る
日
ま
で
、私
の
モ
ト
ク
ロ
ス
人
生
は
続
く
」と
ハ
リ
ー
。な
ん
て
素
晴
ら
し
い
人
生
な
の

だ
ろ
う
。

　
ス
テ
フ
ァ
ン
も
い
つ
か
ハ
リ
ー
の
息
子
で
は
な
く「
ス
テ
フ
ァ
ン
の
父
親
の
ハ
リ
ー
」と
皆
が
言
っ
て
く
れ

る
日
が
や
っ
て
来
る
と
信
じ
て
い
た
。や
が
て
、ス
テ
フ
ァ
ン
も
偉
大
な
ラ
イ
ダ
ー
、リ
ア
ム・エ
バ
ー
ツ
の

お
父
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
日
が
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。歴
史
は
繰
り
返
す
と
は
、こ
の
こ
と
だ
。

　
私
の
家
族
も
エ
バ
ー
ツ
家
と
共
に
モ
ト
ク
ロ
ス
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。今
は
S
N
S
で
も
い
ろ
ん
な

シ
ー
ン
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。昔
の
姿
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
、い
ろ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
て
、

時
に
は
胸
が
熱
く
な
り
、泣
き
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。ハ
リ
ー
は
自
分
が
レ
ー
ス
で
戦
う
時
と
同
じ

情
熱
で
、今
も
若
い
ラ
イ
ダ
ー
た
ち
を
見
守
り
育
て
て
い
る
。ス
テ
フ
ァ
ン
は
息
子
の
勝
利
を
願
い
つ
つ

サ
ポ
ー
ト
し
、リ
ア
ム
は
才
能
の
限
り
を
尽
く
し
て
レ
ー
ス
に
挑
み
続
け
る
の
だ
ろ
う
。

エ
バ
ー
ツ
家
の
モ
ト
ク
ロ
ス
ラ
イ
フ
を
し
っ
か
り
見
届
け
た
い
と
思
う
。

沢
山
の
感
動
を
あ
り
が
と
う
。

や
っ
ぱ
り
W
e 

L
o
v
e 

M
X
で
す
。

エ
バ
ー
ツ
家
、
親
子
３
代
の
栄
光
と
涙
。

そ
の
素
晴
ら
し
き
モ
ト
ク
ロ
ス
人
生
に
乾
杯
! !
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ア
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を
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を
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代
に
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を
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を
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た
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の
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の
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で
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は
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年
、ス
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フ
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ン
は
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、
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年
の
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回
に
渡
る
勝
利
に
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に
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も
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り
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の
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を
祖
国
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に
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34
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間
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を
見
て
き
た
。当
時
、す
で
に
レ
ー
ス
を
引
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た
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息
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の
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し
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子
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代
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る
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誰
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よ
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が
あ
る
か
も
し
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な
い
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が
抱
え
る
問
題
が
あ
る
と
し
た
ら
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れ
は
ス
テ
フ
ァ
ン・エ
バ
ー
ツ
の
息
子
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
け
だ
ろ
う
ね
」。ハ
リ
ー
は
昔
を
思
い
出
す
か
の
よ
う
に
目
を
細
め
た
。

　

そ
の
顔
は
息
子
と
２
人
で
戦
う
父
親
か
ら
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を
見
守
る
祖
父
の
顔
に
変
わ
っ
て
い
た
。

「
孫
が
引
退
す
る
日
ま
で
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の
モ
ト
ク
ロ
ス
人
生
は
続
く
」と
ハ
リ
ー
。な
ん
て
素
晴
ら
し
い
人
生
な
の

だ
ろ
う
。
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リ
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バ
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お
父
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
日
が
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
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史
は
繰
り
返
す
と
は
、こ
の
こ
と
だ
。
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エ
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ー
ツ
家
と
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ト
ク
ロ
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の
歴
史
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歩
ん
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き
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は
S
N
S
で
も
い
ろ
ん
な

シ
ー
ン
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
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の
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と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
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ろ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
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時
に
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胸
が
熱
く
な
り
、泣
き
そ
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な
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と
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あ
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。ハ
リ
ー
は
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レ
ー
ス
で
戦
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時
と
同
じ
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熱
で
、今
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若
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ラ
イ
ダ
ー
た
ち
を
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守
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育
て
て
い
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テ
フ
ァ
ン
は
息
子
の
勝
利
を
願
い
つ
つ

サ
ポ
ー
ト
し
、リ
ア
ム
は
才
能
の
限
り
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尽
く
し
て
レ
ー
ス
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挑
み
続
け
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の
だ
ろ
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。
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感
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。

や
っ
ぱ
り
W
e 

L
o
v
e 

M
X
で
す
。

エ
バ
ー
ツ
家
、
親
子
３
代
の
栄
光
と
涙
。

そ
の
素
晴
ら
し
き
モ
ト
ク
ロ
ス
人
生
に
乾
杯
! !

テキスト：佐藤加世子／写真：佐藤敏光
●世界から二輪スポーツの写真とレポートを届け続けたのがこのお二人。 通称トシミツさんとカヨコさん。ご夫婦です。
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全日本モトクロス、コレ知っているともっと面白い！

■サスペンション
外観の最も大きな特徴がストロークのあるサス
ペンションとその車高の高さでしょう。ジャンプ
などの大きな衝撃を吸収するために必要と
なっており、車高が高いのもそのため。

■シート
モトクロスでは体を大きく使ってライディングします。
フロントタイヤに大きな荷重をかけたい場合などは
タンクの上まで座る位置を移動することも。そのため
シート形状はフラットで前方に長く伸びています。

■パワフルなエンジン
250ccや450ccと聞くと、一般のバイクに比べ排気量が
小さいと感じるかもしれませんが、非常にパワフルなエンジン
となっています。数字以上のパワフルさを持っています。
現在主流は4ストローク単気筒のエンジンです。IA1は450cc、
IA2ならば250ccとなっています。その特徴はアクセルに機敏に
反応し瞬時に回転が上がり、また瞬時に下がる点です。

【アイエーワン/International Ａ1 】 国内最高峰クラスであり、4ストローク450ccの車両を使用※。
ゼッケンは白地、チャンピオンのみ赤地となる。２ヒート制で１レースは25分+1周。 ※2ストロークの場合は250cc

【アイエーツー/International A2 】 車両は4ストローク250cc※。主に若い選手が多く、ここからこの上のIA1を目指す。
ゼッケンは黒地となる。チャンピオンのみ赤地。２ヒート制、１レースは25分+1周。 ※2ストロークの場合は125cc

【 レディース 】 国内女性最高峰クラス。車両は4ストローク150cc、または2ストロークは85cc。
ゼッケンは白地でチャンピオンのみ赤地となる。１ヒート制で１レースは15分+1周。

【アイビーオープン/International B OPEN 】 IAの下のクラスとなる。車両は250cc、450ccどちらでもかまわない※。
２ヒート制、１レースは15分+1周。 ※2ストロークの場合も制限なし。

＊レギュレーションについては、MFJのHPでご確認ください。●クラスClass

※全日本選手権 IA1・IA2・IB OPEN・レディースクラスランキング順位は与えられた得点のすべてが加算されその合計によって決定する。 ※ポイントは完走者に与えられる。「完走者」とは優勝者の75％以上の周回数を完了した者をさす。

●ポイントシステム 今ラウンドはMFJ-GPのため通常ポイントに3ポイントが加算されます。Points
 1位     2位  3位  4位  5位  6位  7位  8位  9位 10位 11位 12位 13位 14位 15位  16位  17位  18位  19位  20位  21位  22位  23位  24位 25位 26位 27位 28位 29位 30位

 38（pt）    35 33 31 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4

１周３キロ以内のダート路面の人工コースとなる。そこにジャンプやフープス、バンクコーナーなどが用意されている。●コースCourse
F1やロードレースとは違い、横一列のスタートとなる。スタートの合図はシグナルなどではなく車両の前にあるスチールの柵が倒れることで行われる。
スタートの前に各選手がコースを一周するのはコース確認のため。

IA1・IA2クラスは２ヒート制が採用される。IB OPENは２ヒート制で、LADIESは１ヒート制。各レースのポイントを加算し年間チャンピオンを決める。●レースRace

【 イエロー（静止）】  前方の振動区間の制限に備えて準備をすること。
【 イエロー（振動）】  転倒、事故発生場所の直前のフラッグポストであることを示す。速度の減速、停止準備、追い越し禁止、
　　　　　　　　　大幅に減速してジャンプを通過すること。振動～転倒・事故発生場所を完全に通過するまで適用区間とする。

【 ブルー（振動）】   周遅れになるライダーへの警告で、ラップされようとしていることを知らせる合図。
　　　　　　　　 ラインをキープするなどして、追い越しの邪魔してはいけない。

【 レッド 】  レース時、全員が走行停止する。スタート時のフライングなどでスタートやり直しや、転倒でケガをした場合、
　　　　　救助のためにレースを停止させる場合もある。

【 チェッカー 】  おなじみ白と黒の旗。レースの終了の合図となる。チェッカーを受けた順で順位が決まり、
　　　　　　　またその時の周回数がトップのライダーより少ないと、周遅れとなる。

●シグナル (旗 )Flag

IA 1
IA 2
LADIES
IB OPEN

JMX/全日本モトクロス選手権は国内最高峰の選手権
であり、世界につながる大会です。ここではモトクロス
用に設計された専用車両が使われます。

●モトクロスマシンMachine

●スタートStart

■タイヤ
このタイヤもモトクロス車両の大きな
特徴のひとつです。滑りやすい土の上で
グリップを得るための形状になって
います。乾いた土用、雨でぬかるんだ路面
用と様々なタイプのタイヤがあります。
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    SUGO
オリジナルグッズ販売
SUGOオリジナルTシャツやCAP、
　ステッカーを販売しています！
　　　お土産にいかが？

Fun !
fun ! !

★人気の
　SUGO

!ドッグ
おい
しい
よ!!

ヤマハ発動機販売株式会社
株式会社ダンロップタイヤ
カヤバ株式会社
大同工業株式会社
株式会社スズキ二輪
株式会社和光ケミカル
株式会社Westwood MX
日本特殊陶業株式会社
株式会社造形社

有限会社山田建設
株式会社カワサキモータースジャパン
株式会社H&L PLANNING
株式会社八重洲出版
株式会社アライヘルメット
株式会社オフィスとらくしょん
南海部品  仙台店
宮城トヨタ自動車株式会社
三慶印刷株式会社

■ D.I.D全日本モトクロス選手権シリーズ2026 第9戦 協賛各社（順不同・敬称略）
自然農園
株式会社ホンダモーターサイクルジャパン
株式会社ワイズギア
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
ピレリジャパン株式会社
株式会社CARRY
MSP trading
キッチンSAKURA
2G Motocross

アールケー・ジャパン株式会社
井上ゴム工業株式会社
株式会社ダートフリーク
株式会社トライボジャパン
有限会社テクニクス
株式会社NIPPO
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株式会社カワサキモータースジャパン
株式会社H&L PLANNING
株式会社八重洲出版
株式会社アライヘルメット
株式会社オフィスとらくしょん
南海部品  仙台店
宮城トヨタ自動車株式会社
三慶印刷株式会社

■ D.I.D全日本モトクロス選手権シリーズ2026 第9戦 協賛各社（順不同・敬称略）
自然農園
株式会社ホンダモーターサイクルジャパン
株式会社ワイズギア
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
ピレリジャパン株式会社
株式会社CARRY
MSP trading
キッチンSAKURA
2G Motocross

アールケー・ジャパン株式会社
井上ゴム工業株式会社
株式会社ダートフリーク
株式会社トライボジャパン
有限会社テクニクス
株式会社NIPPO
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GUIDE
Spectator’s

バイクでお越しのお客様は無料で
ドリンクサービスを利用できます※。
バイク以外でお越しのお客様は有料（500円）
となります。ドリンクを手に椅子にすわっての
ゆったり観戦はいかがですか♬
※二輪駐車場でガードマンからカフェ利用整理券を
お受け取りください。この整理券でライダースカフェ
が無料に！ タンデム同伴者も無料となりますよ♬

ウェイティングエリア

ピッ
トレ
ーン

サイ
ンボ
ード
エリ
ア

お客様通路

お客
様通
路

お客
様通
路

トンネル

トンネル

駐車場▶

お客様通路

Goa l

S tar t

A

B

C

D

E
F

G

H

MPQ

NO

I

L

J

K

第1
パド
ック

※タイムスケジュール
の都合により変更にな
る場合も御座います
のでご了承ください。
※乗車定員以上の乗
車は危険ですので乗
車できません。
※出発時間前であっ
ても乗車定員に達し
た場合は出発いたし
ます。次のバスをご利
用ください。
※交通事情により運
行時間が遅れることも
ありますが予めご了承
ください。
注）6歳未満の幼児の
無賃扱い
●6歳以上のお客様
に同伴されて乗車す
る場合、2人無賃扱い
となります。着席して
もしなくても同じです。

臨時路線バス時刻表※

SUGO仙台駅
西口

８番のりば
たばこ団地
駐車場

SUGO 仙台駅前
（旧さくらの前）たばこ団地

駐車場

8:15　　9:15

10:30   　11:30

14:00　　15:00

16:20　　17:20

大人片道１,16０円
（中学生以上）
小人片道   58０円
（小学生）

バス料金

※6歳未満の幼児は運賃無料

SUGO仙台駅
西口

８番のりば
たばこ団地
駐車場

SUGO 仙台駅前
（旧さくらの前）たばこ団地

駐車場

8:15　　9:15

10:30　　11:30

14:00　　15:00

16:20　　17:20

大人片道１,16０円
（中学生以上）
小人片道   58０円
（小学生）

バス料金

※6歳未満の幼児は運賃無料

臨時路線バス時刻表※ 公式練習

7：00

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

表彰式集合締切時間 決勝

   12:25 CX

9:00 CX
8:45 LMX

7:50 IB OPEN
8:05

IA18:25
IA2

公式練習

10:35

14:20 IA2-B
14:40 IA1

IB OPEN-A

10:55
IB OPEN-A
IB OPEN-B

14:10 IA2-A
14:30 IA2-B
14:50 IA1

14:00 IA2-A

IB OPEN-B

決勝集合締切時刻 公式予選

＊タイムスケジュールは天候その他の理由で変更あるいは中止される場合があります。

9:20

IB OPEN
ヒート2

9:45

CX12:45

IA2ヒート214:25

IA1ヒート111:35

IA2ヒート110:40

IA1ヒート215:20

チャンピオン表彰

IB OPEN ヒート2

10:00
IA2 ヒート1
選手紹介

13:50 IA2 ヒート2

12:35 CX

10:55
IA1 ヒート1
選手紹介

8:50 LMX
9:10 EJ タイムアタック
9:25 YZ125
9:40 IA2
10:05 IA1

8:15 JX タイムアタック

11:15 JX 決勝
11:35 表彰式

15:40 表彰式

10:45
JX

10:25

11:50 LMX
LMX11:40

LMX13:30
13:05 LMX

14:45 IA1 ヒート2
15:15 IB OPEN 決勝

ヒート1

お客様ゲートオープン▶7:00

8:30 IB OPEN

7：00

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：0010/31sat. 11/1sun.
■ IA �：��分+�周（�ヒート）／IA �：��分+�周（�ヒート）／LMX：��分+１周／IB OPEN：��分+１周（�ヒート）
　 JX：��分+１周／CX：�分+１周／YZ：��分+１周／EJ：��分+１周

■ IA：国際A級／IB：国際B級／LMX：レディース／JX：ジュニアクロス／CX：チャイルドクロス
　 YZ：Yamaha BLU CRU YZ���Cup／EJ：Enjoy Motocross

9:10 IB OPEN
ヒート2

9:50 IA2
ヒート1

15:05 IB OPEN
ヒート1

10:45 IA1
ヒート1

お客様ゲートオープン▶7：30

ステージイベント12:20

ステージイベント11:50

15:40

これは高く飛ばない工夫です。高く飛ぶと
着地までに時間がかかるためタイムロスに。
できれば低く長い距離を飛びたい、
ということからこのようなライディングが
生まれました。リヤサスペンションの伸びる
エネルギーを横に逃してるのです。

■ジャンプで
バイクを横に倒すのは？

11:05

13:30 YZ125 決勝
11:35 表彰式

YZ12513:20
13:00 EJ 決勝

11:35 表彰式

EJ12:50

13:40 IA2
ヒート2

12:55 LMX

14:35 IA1
ヒート2

コースの最も奥に
ある、ここもなかなの
観戦ポイント。迫力
の走りを間近から
見ることが可能。

●A スタート
　各選手のグリッドの選び方に注目。
アウトからかぶせるように入るのか、

インから最短距離を狙うのか。しかし
インからはコーナーの角度がきつく
なるのが欠点。※このグリッド選びは
土曜におこなわれた予選の上位から順。

ここはコースサイドの森が作る
日陰からの観戦が可能です。
のんびり観戦におすすめです。

■木陰観戦

●G ステップアップ
段差がなくなり、より一層
スピードが乗るコースデザインに
なりました。

●F ターン7
ターン7のイン側にコブが用意された。
スピードをのせたアウト側が
最速ラインか？

●H ヤマケンウェーブ
ヤケンジャンプ23mが大きく変更され、
角度のある3連続のフープスに。
非常にテクニカルなセクションとなりました。
速度差が出るのでパッシングポイントになる？

●J ヤマケン
　 ビッグジャンプ
ヤマケンビッグジャンプ
が大きく変更されました。
ブラボースタンドから
よく見える
ジャンプセクションに。

●L KYBジャンプ
迫力のジャンプを見ることができる。
※レース中はこの横の通路での立ち止まっての観戦はできません。

●Q ターン19
フィニッシュ前の最終コーナー
のイン側にコブを設定。
最後のバトルポイント。

●P サインボードエリア
各チームがここでライダーにサインボードを
出す。チームがライダーに伝えようとしている
ことがそのボードでわかる。時に面白い言葉も。

●D D.I.Dコーナー
このD.I.Dコーナーはテクニカル
セクションの重要なポイント。
速度を乗せたまま下り直線に
入れるかどうかが決めてとなります。
間近かからその走りを観戦できる
箇所にもなっています。

夏のRd.4からコブが一つ減り
５つに。ピッチが広いため
連続で飛ぶには速度が必要。

●M ルンバルンバ

■YAMALUBEスタンド
ルンバルンバ下の観戦スタンドです。
飲食の出店ブースが近くにあり、
いろいろ便利な観戦ポイント！

●O エバーツターンの先
エバーツターンの先の
サインボードエリア前の
小さなジャンプがなくなり、
直線に変更。

コースサイドからの観戦にはご注意
ください。観戦においての安全には
最大の注意を払っています。がしかし、
万が一のことがある可能性も完全に
ゼロではありません。選手の走りを
見ながらご通行ください。

■コースサイドからの
　観戦にはご注意を

　　ターン４と
ステップアップ横は
撮影ポイントです。うまくアングル
を見つけることができれば迫力の
　写真を撮ることもできます！

■ブラボ
ースタン

ド

SUGO名物「大坂」の
横の観戦スタンド。
コースを見渡たすことができて、
レースの展開がわかりやすい。

■大坂スタンド

●I  ヨーロピアンセクション
スタートから一段高くなったこのエリアを
ヨーロピアンセクションと呼びます。
ヨーロッパで見るようなハイスピード
バトルを見ることができる。

ターン2

ターン3

ターン
7

ターン
14

ターン
15

ターン
4

ターン
16

ターン
18

ターン
17

ターン19

ターン1

ターン
8

ターン
6

ターン
5

ターン
9

ターン10

ターン
11

ターン12

ステッ
プアッ

プ

KYB  
ジャンプ

ヤマケンウェーブ

ターン
13

●N YAMALUBEコーナー
今ラウンドはここのコース
デザインが変更となり、ルンバルンバが
終わるとすぐにこの鋭角に曲がる
YAMALUBUコーナーが現れる。短い
距離でのブレーキングが必要となった。

●K 大きく変わった
     ターン14、15
ヤマケンビッグジャンプの
先がやや長い直線となり、
その先にシケイン的な
コーナーが今回加えられた。

Time Scheduleタイムスケジュール

大坂を登りきったあとは、すぐに
右にターンし一気に下ります。
スタート直後の順位はココで
チェック！  急斜面を下るので
順位がわかります。

●C スタート直後の順位がここで

新生ヤマ
ケンウェー

ブとヤマ
ケンビッグ

ジャンプが
目の前に

あり、また
高い位置

に

あるため
、大坂の後

の下りなど
も含め

コースの全
体が見えや

すいスタン
ド席。

■一番奥の 
　観戦場所

スタート前にIAライダーを
一人一人お立ち台でのご紹介だ。
間近に応援するチャンスだ！！

★選手紹介

SUGO名物の「大坂」がこれ。
ターン1を抜けるとこの急角度の
登りとなる。スタート直後の混戦
の順位もここで確認できます。

●B 大坂

観戦ガイド

※コースレイアウトは、予告無く変更する場合もあります。あらかじめご了承下さい。

SUGO
ライダースカフェ

すぐ後ろには飲食
のブースもあるので
いろいろ便利。

ヤマケ
ンビッグジャンプ

●E テクニカルセクション
斜面を一気に登って小さくターン、
一気に下って小さくターンを繰り返す
非常にテクニカルなセクションが続く。
テクニックの差も出やすく同時に体力
も奪われます。ターン７は深い轍が
　生まれやすく、この処理がこの後に
　　　大きく影響。ジャンプも増え
　　　　　より一層テクニカルな
　　　　　　　セクションに！

コー
スビ
ルダ
ーか
ら

海外
のモ
トクロ

スの
ように

コー
ナー
には
ワダ
チが

でき
るよう

に工
夫して

いま
す。

この
ワダ
チの
処理
が

ポイ
ントに

！

2026最
終ラ
ウン
ド

MFJ
-G

Pは

土の
国S

UG
O!

2026最
終ラ
ウン
ド

MFJ
-G

Pは

土の
国S

UG
O!

　コーナーには
「ターン１」とか「ターン７」とか
番号がついています。
これは、フィニッシュラインを超えた
ところからカウントしています。
スタート直後の大坂下の右コーナーは
「ターン１」ではなく「ターン２」！

ここはスタートが良く見えます。
大坂あたりもみえます。トイレも近いし
パドックにも近いので、レース以外も
楽しみたい方にはお勧め。

■表彰台前スタンド

SUGO CAFÉの
人気メニューがこの
ホットドッグ。
今回もSUGOブース
で販売します。
マジでおすすめ！！

★人気の
　SUGO!ドッグ

コースの西側は（矢印方向）第１パドック。
ファクトリーチームのテントや出展
　　　　　ブースがいっぱいです。

■ファクトリー
　チームやブースが

会場には美味しいもの
がいっぱい。食べながら
飲みながらの観戦が
おすすめ。

■出店ブース

! !

♡

実は・・好評のMFJ LIVE channelが進化！して【motoバトルLIVE】に変
わりました！MFJ全日本選手権のレースや各地で開催のオートバイレース
もライブ配信！大人気の解説ももちろん強化して放送します！お楽しみに！

https://speedhive.mylaps.com/

※通過ページです。
　開催当日にリザルトページに接続します。

▲午前用 ▲午後用
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GUIDE
Spectator’s

バイクでお越しのお客様は無料で
ドリンクサービスを利用できます※。
バイク以外でお越しのお客様は有料（500円）
となります。ドリンクを手に椅子にすわっての
ゆったり観戦はいかがですか♬
※二輪駐車場でガードマンからカフェ利用整理券を
お受け取りください。この整理券でライダースカフェ
が無料に！ タンデム同伴者も無料となりますよ♬

ウェイティングエリア

ピッ
トレ
ーン

サイ
ンボ
ード
エリ
ア

お客様通路

お客
様通
路

お客
様通
路

トンネル

トンネル

駐車場▶

お客様通路

Goa l

S tar t

A

B

C

D

E
F

G

H

MPQ

NO

I

L

J

K

第1
パド
ック

※タイムスケジュール
の都合により変更にな
る場合も御座います
のでご了承ください。
※乗車定員以上の乗
車は危険ですので乗
車できません。
※出発時間前であっ
ても乗車定員に達し
た場合は出発いたし
ます。次のバスをご利
用ください。
※交通事情により運
行時間が遅れることも
ありますが予めご了承
ください。
注）6歳未満の幼児の
無賃扱い
●6歳以上のお客様
に同伴されて乗車す
る場合、2人無賃扱い
となります。着席して
もしなくても同じです。

臨時路線バス時刻表※

SUGO仙台駅
西口

８番のりば
たばこ団地
駐車場

SUGO 仙台駅前
（旧さくらの前）たばこ団地

駐車場

8:15　　9:15

10:30   　11:30

14:00　　15:00

16:20　　17:20

大人片道１,16０円
（中学生以上）
小人片道   58０円
（小学生）

バス料金

※6歳未満の幼児は運賃無料

SUGO仙台駅
西口

８番のりば
たばこ団地
駐車場

SUGO 仙台駅前
（旧さくらの前）たばこ団地

駐車場

8:15　　9:15

10:30　　11:30

14:00　　15:00

16:20　　17:20

大人片道１,16０円
（中学生以上）
小人片道   58０円
（小学生）

バス料金

※6歳未満の幼児は運賃無料

臨時路線バス時刻表※ 公式練習

7：00

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

表彰式集合締切時間 決勝

   12:25 CX

9:00 CX
8:45 LMX

7:50 IB OPEN
8:05

IA18:25
IA2

公式練習

10:35

14:20 IA2-B
14:40 IA1

IB OPEN-A

10:55
IB OPEN-A
IB OPEN-B

14:10 IA2-A
14:30 IA2-B
14:50 IA1

14:00 IA2-A

IB OPEN-B

決勝集合締切時刻 公式予選

＊タイムスケジュールは天候その他の理由で変更あるいは中止される場合があります。

9:20

IB OPEN
ヒート2

9:45

CX12:45

IA2ヒート214:25

IA1ヒート111:35

IA2ヒート110:40

IA1ヒート215:20

チャンピオン表彰

IB OPEN ヒート2

10:00
IA2 ヒート1
選手紹介

13:50 IA2 ヒート2

12:35 CX

10:55
IA1 ヒート1
選手紹介

8:50 LMX
9:10 EJ タイムアタック
9:25 YZ125
9:40 IA2
10:05 IA1

8:15 JX タイムアタック

11:15 JX 決勝
11:35 表彰式

15:40 表彰式

10:45
JX

10:25

11:50 LMX
LMX11:40

LMX13:30
13:05 LMX

14:45 IA1 ヒート2
15:15 IB OPEN 決勝

ヒート1

お客様ゲートオープン▶7:00

8:30 IB OPEN

7：00

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：0010/31sat. 11/1sun.
■ IA �：��分+�周（�ヒート）／IA �：��分+�周（�ヒート）／LMX：��分+１周／IB OPEN：��分+１周（�ヒート）
　 JX：��分+１周／CX：�分+１周／YZ：��分+１周／EJ：��分+１周

■ IA：国際A級／IB：国際B級／LMX：レディース／JX：ジュニアクロス／CX：チャイルドクロス
　 YZ：Yamaha BLU CRU YZ���Cup／EJ：Enjoy Motocross

9:10 IB OPEN
ヒート2

9:50 IA2
ヒート1

15:05 IB OPEN
ヒート1

10:45 IA1
ヒート1

お客様ゲートオープン▶7：30

ステージイベント12:20

ステージイベント11:50

15:40

これは高く飛ばない工夫です。高く飛ぶと
着地までに時間がかかるためタイムロスに。
できれば低く長い距離を飛びたい、
ということからこのようなライディングが
生まれました。リヤサスペンションの伸びる
エネルギーを横に逃してるのです。

■ジャンプで
バイクを横に倒すのは？

11:05

13:30 YZ125 決勝
11:35 表彰式

YZ12513:20
13:00 EJ 決勝

11:35 表彰式

EJ12:50

13:40 IA2
ヒート2

12:55 LMX

14:35 IA1
ヒート2

コースの最も奥に
ある、ここもなかなの
観戦ポイント。迫力
の走りを間近から
見ることが可能。

●A スタート
　各選手のグリッドの選び方に注目。
アウトからかぶせるように入るのか、

インから最短距離を狙うのか。しかし
インからはコーナーの角度がきつく
なるのが欠点。※このグリッド選びは
土曜におこなわれた予選の上位から順。

ここはコースサイドの森が作る
日陰からの観戦が可能です。
のんびり観戦におすすめです。

■木陰観戦

●G ステップアップ
段差がなくなり、より一層
スピードが乗るコースデザインに
なりました。

●F ターン7
ターン7のイン側にコブが用意された。
スピードをのせたアウト側が
最速ラインか？

●H ヤマケンウェーブ
ヤケンジャンプ23mが大きく変更され、
角度のある3連続のフープスに。
非常にテクニカルなセクションとなりました。
速度差が出るのでパッシングポイントになる？

●J ヤマケン
　 ビッグジャンプ
ヤマケンビッグジャンプ
が大きく変更されました。
ブラボースタンドから
よく見える
ジャンプセクションに。

●L KYBジャンプ
迫力のジャンプを見ることができる。
※レース中はこの横の通路での立ち止まっての観戦はできません。

●Q ターン19
フィニッシュ前の最終コーナー
のイン側にコブを設定。
最後のバトルポイント。

●P サインボードエリア
各チームがここでライダーにサインボードを
出す。チームがライダーに伝えようとしている
ことがそのボードでわかる。時に面白い言葉も。

●D D.I.Dコーナー
このD.I.Dコーナーはテクニカル
セクションの重要なポイント。
速度を乗せたまま下り直線に
入れるかどうかが決めてとなります。
間近かからその走りを観戦できる
箇所にもなっています。

夏のRd.4からコブが一つ減り
５つに。ピッチが広いため
連続で飛ぶには速度が必要。

●M ルンバルンバ

■YAMALUBEスタンド
ルンバルンバ下の観戦スタンドです。
飲食の出店ブースが近くにあり、
いろいろ便利な観戦ポイント！

●O エバーツターンの先
エバーツターンの先の
サインボードエリア前の
小さなジャンプがなくなり、
直線に変更。

コースサイドからの観戦にはご注意
ください。観戦においての安全には
最大の注意を払っています。がしかし、
万が一のことがある可能性も完全に
ゼロではありません。選手の走りを
見ながらご通行ください。

■コースサイドからの
　観戦にはご注意を

　　ターン４と
ステップアップ横は
撮影ポイントです。うまくアングル
を見つけることができれば迫力の
　写真を撮ることもできます！

■ブラボ
ースタン

ド

SUGO名物「大坂」の
横の観戦スタンド。
コースを見渡たすことができて、
レースの展開がわかりやすい。

■大坂スタンド

●I  ヨーロピアンセクション
スタートから一段高くなったこのエリアを
ヨーロピアンセクションと呼びます。
ヨーロッパで見るようなハイスピード
バトルを見ることができる。

ターン2

ターン3

ターン
7

ターン
14

ターン
15

ターン
4

ターン
16

ターン
18

ターン
17

ターン19

ターン1

ターン
8

ターン
6

ターン
5

ターン
9

ターン10

ターン
11

ターン12

ステッ
プアッ

プ

KYB  
ジャンプ

ヤマケンウェーブ

ターン
13

●N YAMALUBEコーナー
今ラウンドはここのコース
デザインが変更となり、ルンバルンバが
終わるとすぐにこの鋭角に曲がる
YAMALUBUコーナーが現れる。短い
距離でのブレーキングが必要となった。

●K 大きく変わった
     ターン14、15
ヤマケンビッグジャンプの
先がやや長い直線となり、
その先にシケイン的な
コーナーが今回加えられた。

Time Scheduleタイムスケジュール

大坂を登りきったあとは、すぐに
右にターンし一気に下ります。
スタート直後の順位はココで
チェック！  急斜面を下るので
順位がわかります。

●C スタート直後の順位がここで

新生ヤマ
ケンウェー

ブとヤマ
ケンビッグ

ジャンプが
目の前に

あり、また
高い位置

に

あるため
、大坂の後

の下りなど
も含め

コースの全
体が見えや

すいスタン
ド席。

■一番奥の 
　観戦場所

スタート前にIAライダーを
一人一人お立ち台でのご紹介だ。
間近に応援するチャンスだ！！

★選手紹介

SUGO名物の「大坂」がこれ。
ターン1を抜けるとこの急角度の
登りとなる。スタート直後の混戦
の順位もここで確認できます。

●B 大坂

観戦ガイド

※コースレイアウトは、予告無く変更する場合もあります。あらかじめご了承下さい。

SUGO
ライダースカフェ

すぐ後ろには飲食
のブースもあるので
いろいろ便利。

ヤマケ
ンビッグジャンプ

●E テクニカルセクション
斜面を一気に登って小さくターン、
一気に下って小さくターンを繰り返す
非常にテクニカルなセクションが続く。
テクニックの差も出やすく同時に体力
も奪われます。ターン７は深い轍が
　生まれやすく、この処理がこの後に
　　　大きく影響。ジャンプも増え
　　　　　より一層テクニカルな
　　　　　　　セクションに！

コー
スビ
ルダ
ーか
ら

海外
のモ
トクロ

スの
ように

コー
ナー
には
ワダ
チが

でき
るよう

に工
夫して

いま
す。

この
ワダ
チの
処理
が

ポイ
ントに

！

2026最
終ラ
ウン
ド

MFJ
-G

Pは

土の
国S

UG
O!

2026最
終ラ
ウン
ド

MFJ
-G

Pは

土の
国S

UG
O!

　コーナーには
「ターン１」とか「ターン７」とか
番号がついています。
これは、フィニッシュラインを超えた
ところからカウントしています。
スタート直後の大坂下の右コーナーは
「ターン１」ではなく「ターン２」！

ここはスタートが良く見えます。
大坂あたりもみえます。トイレも近いし
パドックにも近いので、レース以外も
楽しみたい方にはお勧め。

■表彰台前スタンド

SUGO CAFÉの
人気メニューがこの
ホットドッグ。
今回もSUGOブース
で販売します。
マジでおすすめ！！

★人気の
　SUGO!ドッグ

コースの西側は（矢印方向）第１パドック。
ファクトリーチームのテントや出展
　　　　　ブースがいっぱいです。

■ファクトリー
　チームやブースが

会場には美味しいもの
がいっぱい。食べながら
飲みながらの観戦が
おすすめ。

■出店ブース

! !

♡

実は・・好評のMFJ LIVE channelが進化！して【motoバトルLIVE】に変
わりました！MFJ全日本選手権のレースや各地で開催のオートバイレース
もライブ配信！大人気の解説ももちろん強化して放送します！お楽しみに！

https://speedhive.mylaps.com/

※通過ページです。
　開催当日にリザルトページに接続します。

▲午前用 ▲午後用
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Original Goods

店舗内は歴史的なオートバイ・ヘルメット・パネルの展示でモータースポーツカフェを演出。
村田町の名産品である発酵食品（乾坤一の酒粕、桜中味噌、グリーンパール納豆）を活用した
サーキットならではのメニューを旅するシェフ吉田友則氏による監修のもと開発。
「カレー」「パスタ」「ソフトクリーム」の看板商品以外のオリジナルメニューも充実！
ご観戦の前やお帰りの際でもお立ち寄りください。

●710（納豆）
　クリームボロネーゼ
　¥1,290

●８５カレーと７１０ボロネーゼは
　レトルト販売も行っています。

●８５（発酵）
　カレー蔵王盛り
　¥1,190

●酒粕ソフト ¥480

＊価格は全て税込価格です。

GACHA!

GACHA!

GACHA!
GACHA!

■SUGO! 
　オリジナルタオル

B LUE・RED: ¥2,640

■プーマ
　コラボTシャツ
ホワイト/ターコイズ
¥5,620

¥3,500

■SUGO! 
　オリジナル
　フォーダブルチェア

■SUGO! 
　パスケース

¥1,300

■REVOMAX 
　コラボボトル
各 ¥7,800

■プーマ
　コラボTシャツ

¥7,480

■プーマ
　キャンパス
　ポータブル

¥6,190

■プーマ
　コアバック ¥8,570

■SUGO! キャップ
B/B・G/B・N/R・Gr : ¥4,600

アイテムがゾクゾク登場！New!
2026年もオリジナルグッズから
地場産品のお土産商品までラインナップを充実。
さらに新しいモデルもぞくぞく登場予定ですので、
レース観戦の後、ゆっくりお買い物はいかがでしょうか。

■SUGO 50周年 
　フライトタグ ¥1,100

■SUGO 
　フライトタグ ¥1,100

■SUGO 
　ハンドタオル
 　¥450

■SUGO 50周年 オリジナル
　ジェットストリーム4＆1
　¥2,100

■SUGO！アクリルキーホルダー 各 ¥400
　※本グッズはガチャガチャでの販売となります

■ラバーキーホルダー 各 ¥400
　※本グッズはガチャガチャでの販売となります

IA-1に
緊急参戦！
IA-1に
緊急参戦！

2026年MXGP世界チャンピオンを獲得し通算6度目の
タイトルを手にしたジェフリー・ハーリングス選手が、
最終ラウンドのMFJ-GPに参戦。
世界最高峰の走りをこの目で見よう。

NED / Honda HRC PETRONAS / Honda CRF450RW
ジェフリー・ハーリングス
Jeffrey HerlingsJeffrey Herlings
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Original Goods

店舗内は歴史的なオートバイ・ヘルメット・パネルの展示でモータースポーツカフェを演出。
村田町の名産品である発酵食品（乾坤一の酒粕、桜中味噌、グリーンパール納豆）を活用した
サーキットならではのメニューを旅するシェフ吉田友則氏による監修のもと開発。
「カレー」「パスタ」「ソフトクリーム」の看板商品以外のオリジナルメニューも充実！
ご観戦の前やお帰りの際でもお立ち寄りください。

●710（納豆）
　クリームボロネーゼ
　¥1,290

●８５カレーと７１０ボロネーゼは
　レトルト販売も行っています。

●８５（発酵）
　カレー蔵王盛り
　¥1,190

●酒粕ソフト ¥480

＊価格は全て税込価格です。

GACHA!

GACHA!

GACHA!
GACHA!

■SUGO! 
　オリジナルタオル

B LUE・RED: ¥2,640

■プーマ
　コラボTシャツ
ホワイト/ターコイズ
¥5,620

¥3,500

■SUGO! 
　オリジナル
　フォーダブルチェア

■SUGO! 
　パスケース

¥1,300

■REVOMAX 
　コラボボトル
各 ¥7,800

■プーマ
　コラボTシャツ

¥7,480

■プーマ
　キャンパス
　ポータブル

¥6,190

■プーマ
　コアバック ¥8,570

■SUGO! キャップ
B/B・G/B・N/R・Gr : ¥4,600

アイテムがゾクゾク登場！New!
2026年もオリジナルグッズから
地場産品のお土産商品までラインナップを充実。
さらに新しいモデルもぞくぞく登場予定ですので、
レース観戦の後、ゆっくりお買い物はいかがでしょうか。

■SUGO 50周年 
　フライトタグ ¥1,100

■SUGO 
　フライトタグ ¥1,100

■SUGO 
　ハンドタオル
 　¥450

■SUGO 50周年 オリジナル
　ジェットストリーム4＆1
　¥2,100

■SUGO！アクリルキーホルダー 各 ¥400
　※本グッズはガチャガチャでの販売となります

■ラバーキーホルダー 各 ¥400
　※本グッズはガチャガチャでの販売となります

IA-1に
緊急参戦！
IA-1に
緊急参戦！

2026年MXGP世界チャンピオンを獲得し通算6度目の
タイトルを手にしたジェフリー・ハーリングス選手が、
最終ラウンドのMFJ-GPに参戦。
世界最高峰の走りをこの目で見よう。

NED / Honda HRC PETRONAS / Honda CRF450RW
ジェフリー・ハーリングス
Jeffrey HerlingsJeffrey Herlings
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　1年前のSUGO。36ポイント差でランキング首位に立っていたジェイ・ウィル
ソン（YAMAHA FACTORY RACING TEAM）は、決勝ヒート1で転倒・負傷
しリタイア。ヒート2も欠場し、大倉由揮（Honda Dream Racing Bells）が
土壇場でIA1初タイトルを獲得した。あれから1年、両者は再び最終戦で
王座を争う。第8戦終了時点でウィルソン638ポイント、大倉621ポイント。
その差17ポイント。しかもウィルソンは、SUGOがヤマハファクトリーのライ
ダーとして最後のレースになることを明らかにしている。2022年に全日本へ
本格参戦し、IA2からIA1へと3年連続で王座を獲得した男にとって、特別な

週末となる。
　今季のIA1は、開幕戦いなべから波乱が続いた。3ヒートの勝者は西條
悠人（Kawasaki PURETECH Racing）、大倉、大城魁之輔（YAMAHA 
FACTORY RACING TEAM）とすべて異なり、大城はファクトリー加入初年
度から速さを発揮。一方、昨年の負傷から回復途上にあったウィルソンは、
肋骨の骨折にも苦しめられながら着実にポイントを積み重ねた。第4戦
SUGOでは、大城と大倉がヒート優勝を分け合い、大塚豪太（T.E.SPORT）
が2位／2位で自身初のIA1総合優勝。内田篤基（Team Kawasaki R&D）

やIA1ルーキーの池田凌（Bells Racing）も上位争いに顔を出し、タイトル
争いの主役たちも安穏とはしていられなかった。
　第5戦中国大会で大倉が6ポイント差の首位に立つも、北海道千歳大会
ではウィルソンが悪条件のマディを両ヒート制覇し、445ポイントで並んだ。
続く第7戦近畿大会は大倉が3ヒート中2勝を挙げ、5ポイント差で再び首位
へ。だが、前戦TOKIO INKARAMI Super Motocrossで流れが変わる。
スポット参戦した下田丈（Honda HRC Progressive）が3ヒート全勝。ウィル
ソンはすべて2位で96ポイントを加算する一方、大倉は7位／5位／7位に
終わった。モトクロス・オブ・ネイションズで痛めた腕を抱え、転倒も重なっ
た大倉は74ポイントにとどまり、17ポイント差でウィルソンがランキング
首位を奪い返したのである。

　しかし、最終戦は30分＋1周の2ヒート。MFJ-GPの特別加算を含め最大
76ポイントが動き、ランキング3位の大城にも逆転の可能性が残る。しかも
今回は、2026年MXGP世界王者ジェフリー・ハーリングス（Honda HRC 
PETRONAS）が参戦。今季13回のGP総合優勝を挙げ、通算6度目の世界
タイトルを手にしたオランダの英雄が、ゼッケン84のCRF450RWで全日本
に初めて姿を現す。前戦で3ヒート連続3位と健闘した横山遥希（カワサキ
プラザ鳥栖＆グリーンシャドウ）も参戦予定だ。
　世界王者との対決、そして国内最高峰のタイトル決定戦。ウィルソンには
王座奪還とファクトリーでの有終の美が懸かり、大倉には昨年と同じ
SUGOで逆転を再現するチャンスがある。IA1ライダー達の戦いを、最後の
チェッカーまで見届けたい。

17ポ
イン
ト差
の最
終決
戦、

ジェ
イ最
後の
ファ
クト
リー
レー
ス！

6度
の世
界王
者ハ
ーリ
ング
スも
SUG
Oに
参戦
！
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　1年前のSUGO。36ポイント差でランキング首位に立っていたジェイ・ウィル
ソン（YAMAHA FACTORY RACING TEAM）は、決勝ヒート1で転倒・負傷
しリタイア。ヒート2も欠場し、大倉由揮（Honda Dream Racing Bells）が
土壇場でIA1初タイトルを獲得した。あれから1年、両者は再び最終戦で
王座を争う。第8戦終了時点でウィルソン638ポイント、大倉621ポイント。
その差17ポイント。しかもウィルソンは、SUGOがヤマハファクトリーのライ
ダーとして最後のレースになることを明らかにしている。2022年に全日本へ
本格参戦し、IA2からIA1へと3年連続で王座を獲得した男にとって、特別な

週末となる。
　今季のIA1は、開幕戦いなべから波乱が続いた。3ヒートの勝者は西條
悠人（Kawasaki PURETECH Racing）、大倉、大城魁之輔（YAMAHA 
FACTORY RACING TEAM）とすべて異なり、大城はファクトリー加入初年
度から速さを発揮。一方、昨年の負傷から回復途上にあったウィルソンは、
肋骨の骨折にも苦しめられながら着実にポイントを積み重ねた。第4戦
SUGOでは、大城と大倉がヒート優勝を分け合い、大塚豪太（T.E.SPORT）
が2位／2位で自身初のIA1総合優勝。内田篤基（Team Kawasaki R&D）

やIA1ルーキーの池田凌（Bells Racing）も上位争いに顔を出し、タイトル
争いの主役たちも安穏とはしていられなかった。
　第5戦中国大会で大倉が6ポイント差の首位に立つも、北海道千歳大会
ではウィルソンが悪条件のマディを両ヒート制覇し、445ポイントで並んだ。
続く第7戦近畿大会は大倉が3ヒート中2勝を挙げ、5ポイント差で再び首位
へ。だが、前戦TOKIO INKARAMI Super Motocrossで流れが変わる。
スポット参戦した下田丈（Honda HRC Progressive）が3ヒート全勝。ウィル
ソンはすべて2位で96ポイントを加算する一方、大倉は7位／5位／7位に
終わった。モトクロス・オブ・ネイションズで痛めた腕を抱え、転倒も重なっ
た大倉は74ポイントにとどまり、17ポイント差でウィルソンがランキング
首位を奪い返したのである。

　しかし、最終戦は30分＋1周の2ヒート。MFJ-GPの特別加算を含め最大
76ポイントが動き、ランキング3位の大城にも逆転の可能性が残る。しかも
今回は、2026年MXGP世界王者ジェフリー・ハーリングス（Honda HRC 
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タイトルを手にしたオランダの英雄が、ゼッケン84のCRF450RWで全日本
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JAY WILSON

大城 魁之輔

大塚 豪太

浅井 亮太

小方 誠

神田橋 瞭

道脇 白龍

西 元気

阿部 仁

宗本 駿真

鈴木 悠仁

小林 大治朗

JIRAJ WANNALAK

齋藤 啓太

赤堀 尚央

白石 翔也

崎山 翔

池田 凌

道脇 右京

根岸 瑞生

JEFFREY HERLINGS

伊藤 翔太

内田 篤基

渡辺 祐介

中島 漱也

西條 悠人

横山 遥希

安原 志

池谷 優太

 Yuki OKURA

 Kainosuke OSHIRO

 Gota OTSUKA

 Ryota ASAI

 Makoto OGATA

 Ryo KANDABASHI

 Hakuryu MICHIWAKI

 Motoki NISHI

 Jin ABE

 Shumma MUNEMOTO

 Yuto SUZUKI

 Daijiro KOBAYASHI

 Keita SAITO

 Nao AKAHORI

 Shoya SHIRAISHI

 Sho SAKIYAMA

 Ryo IKEDA

 Ukyo MICHIWAKI

 Mizuki NEGISHI

 Shota ITO

 Atsuki UCHIDA

 Yusuke WATANABE

 Soya NAKAJIMA

 Yuto SAIJO

 Haruki YOKOYAMA

 Nozomu YASUHARA

 Yuta IKEGAYA

大阪 27  Honda Dream Racing Bells Honda CRF450R

AUS 32  YAMAHA FACTORY RACING TEAM Yamaha YZ450FM

沖縄 26  YAMAHA FACTORY RACING TEAM Yamaha YZ450FM

栃木 30  T.E.SPORT Honda CRF450R

京都 27  BLUCRU YSP浜松BOSSRACING Yamaha YZ450F

神奈川 41  TEAM HAMMER Honda CRF450R

神奈川 25  Team GANZ with ZEKURA Kawasaki KX450

愛知 28  TEAM KOSAKAwithトータルカーサービスK Honda CRF450R

神奈川 32  Team SSC Suzuki RM-Z450

岩手 26  y's Racing with 東北TRAS Yamaha YZ450F

岡山 31  Y’s　Racing　Team Yamaha YZ450F

静岡 25  Team SSC Suzuki RM-Z450

埼玉 24  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ450F

THA 20  Honda HRC Asia Honda CRF450R

福島 21  Team Pitin Yamaha YZ250

静岡 24  Team70 Suzuki RM-Z450

北海道 34  Honda CRF450

沖縄 27  カミヤサービスwithDELSOL Racing Honda CRF450R

北海道 27  Bells Racing Honda CRF450R

愛知 32  バイカーズステーション金沢Racing Yamaha YZ450F

埼玉 28  T.E.SPORT Honda CRF450R

NED 32  Honda HRC PETRONAS Honda CRF450RW

岩手 33  花巻レーシング Kawasaki KX450

静岡 30  Team Kawasaki R&D Kawasaki KX450SR

宮城 30  TEAM YUSUKE Honda CRF450R

東京 24  Yamaha BLUCRU Racing Yamaha YZ450F

宮城 24  Kawasaki PURETECH Racing Kawasaki KX450

埼玉 28  カワサキプラザ鳥栖&グリーンシャドウ Kawasaki KX450

兵庫 33  八尾カワサキwith ANNEX CLUB Kawasaki KX450

静岡 37  TEAM SSC Suzuki RM-Z450

エントリー　30台

予選 ヒート1　ヒート2
決勝

＊ #84 JEFFREY HERLINGS選手はモトクロス委員会により“84”の使用が認められています。
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JAY WILSON

「今年は特にチャレンジングな年だった。浮き沈みは激しかったけど多くの学びを
得る事ができた良いシーズンだったよ」「これ迄、僕はずっと真面目すぎてあまり気
を抜かずにやってきた。でも、年齢を重ねるに連れてそこまで深刻に考える必要は
ないしもっと楽しむべきだと気付いたんだ。だからSUGOでの時間を心から楽しも
うと思ってます」「SUGOは僕が日本で最初に走ったコースでどこより思い入れが
あるんだ。日本で最後のこのレース、ぜひ皆に応援してほしいし祝ってほしいです」

“仲間や友達との沢山の絆、家族で過ごした時間、日本での
暮らしは僕の人生にとって最高のチャプターだと思っているんだ ”

Ranking1  638point

AUSTRALIA
YAMAHA FACTORY RACING TEAM
YAMAHA YZ450FM*

大倉由揮
Ranking2  621point  Yuki OKURA

ディフェンディングチャンピオンとして追われる立場となった今シーズン「１年間、す
ごく精神を、気持ちをすり減らすようなバトルが続きましたけど、このSUGOで今年
1年のバトルは一旦終わるということで。皆、全力で戦ってきたっていうのもあって、
最終戦はジェフリー・ハーリングスさんが来るんですけど、そこは気にせずに本当
に自分のやってきたことを全部出し切って、応援してくれた人達に『チャンピオンと
いう最高の形』で恩返しして笑って終われたらいいなと思っています」

“今回は不運もあったんで心残りではあるんですけど、ネイションズ
の経験は全日本の走りにもすごく生きてる気がしてます ”

大阪
Honda Dream Racing Bells
HONDA CRF450R

大城魁之輔
Ranking3  575point  Kainosuke OSHIRO

「ちょうどネイションズから帰ってきて調子自体は絶対悪くないですし、ちょっとしっかり
ちゃんとして残りをいい形で締めたいです」「良い経験で終わったら意味ないので、
感じたものはもちろんありましたし、B決勝ではホールショットだったので、そこはもち
ろん良かったですし。SUGOではスタート出たいです。ハーリングスが来るって聞いた
ので、負けずにせめてスタートだけでも前を行きたいですね。見せ場を作りたいです」

“MXオブネイションズ、三度目の正直でやっと無事に行って
無事に帰ってこれたのでそこはよかったかなと思うんですけど… ”

沖縄
YAMAHA FACTORY RACING TEAM
YAMAHA YZ450FM*

大塚豪太
Ranking4  528point  Gota OTSUKA

「今年は山本鯨君と一緒にやっていて、今まで積み重ねた状態のままになってたもの
をうまく活用できるようアドバイスをもらって。絶対に自分一人じゃ今年みたいな成績
は出せてなかったなって」「日 も々のすごい楽しいんですよ。本当に自分たちバイクが
好きすぎてバイクの話ばっかりずっとしてて、移動してる時もご飯食べてる時もバイクの
話してるし」「一番の恩返しは結果で返すことだと思うんでヒート優勝が目標ですね」

“武器は持ってたんだけどなんかうまく使えないな…みたいな
ものをアドバイスをもらう事で使えるようになったカンジです ”

栃木
T.E.SPORT
HONDA CRF450R

内田篤基
Ranking5  510point  Atsuki UCHIDA

「ファクトリーは走ることに専念できるいい環境で。その分結果しか求められないので
大変です」「マディマスターの井上眞一さんと一緒に移動するんですけどコースに向
かってる時雨降ってると僕よりも井上さんの方がテンションが上がるっていうか『いや、
雨だねー』みたいにちょっと嬉しそうになるんでライダーは僕なのにな…って（笑）あん
まり雨得意じゃないんですけど、身近にそういう方がいてくれてるんで心強いです」

“レースの後、スタッフに取り囲まれていろいろ報告するんです
けど僕の中ではアレを『事情聴取』って呼んでます（笑） ”

静岡
Team Kawasaki R&D
Kawasaki KX450SR*

＊ #2ウィルソン選手、#3大城選手、#97内田選手はファクトリーマシンを使用。
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「今年は特にチャレンジングな年だった。浮き沈みは激しかったけど多くの学びを
得る事ができた良いシーズンだったよ」「これ迄、僕はずっと真面目すぎてあまり気
を抜かずにやってきた。でも、年齢を重ねるに連れてそこまで深刻に考える必要は
ないしもっと楽しむべきだと気付いたんだ。だからSUGOでの時間を心から楽しも
うと思ってます」「SUGOは僕が日本で最初に走ったコースでどこより思い入れが
あるんだ。日本で最後のこのレース、ぜひ皆に応援してほしいし祝ってほしいです」

“仲間や友達との沢山の絆、家族で過ごした時間、日本での
暮らしは僕の人生にとって最高のチャプターだと思っているんだ ”

Ranking1  638point

AUSTRALIA
YAMAHA FACTORY RACING TEAM
YAMAHA YZ450FM*

大倉由揮
Ranking2  621point  Yuki OKURA

ディフェンディングチャンピオンとして追われる立場となった今シーズン「１年間、す
ごく精神を、気持ちをすり減らすようなバトルが続きましたけど、このSUGOで今年
1年のバトルは一旦終わるということで。皆、全力で戦ってきたっていうのもあって、
最終戦はジェフリー・ハーリングスさんが来るんですけど、そこは気にせずに本当
に自分のやってきたことを全部出し切って、応援してくれた人達に『チャンピオンと
いう最高の形』で恩返しして笑って終われたらいいなと思っています」

“今回は不運もあったんで心残りではあるんですけど、ネイションズ
の経験は全日本の走りにもすごく生きてる気がしてます ”

大阪
Honda Dream Racing Bells
HONDA CRF450R

大城魁之輔
Ranking3  575point  Kainosuke OSHIRO

「ちょうどネイションズから帰ってきて調子自体は絶対悪くないですし、ちょっとしっかり
ちゃんとして残りをいい形で締めたいです」「良い経験で終わったら意味ないので、
感じたものはもちろんありましたし、B決勝ではホールショットだったので、そこはもち
ろん良かったですし。SUGOではスタート出たいです。ハーリングスが来るって聞いた
ので、負けずにせめてスタートだけでも前を行きたいですね。見せ場を作りたいです」

“MXオブネイションズ、三度目の正直でやっと無事に行って
無事に帰ってこれたのでそこはよかったかなと思うんですけど… ”

沖縄
YAMAHA FACTORY RACING TEAM
YAMAHA YZ450FM*

大塚豪太
Ranking4  528point  Gota OTSUKA

「今年は山本鯨君と一緒にやっていて、今まで積み重ねた状態のままになってたもの
をうまく活用できるようアドバイスをもらって。絶対に自分一人じゃ今年みたいな成績
は出せてなかったなって」「日 も々のすごい楽しいんですよ。本当に自分たちバイクが
好きすぎてバイクの話ばっかりずっとしてて、移動してる時もご飯食べてる時もバイクの
話してるし」「一番の恩返しは結果で返すことだと思うんでヒート優勝が目標ですね」

“武器は持ってたんだけどなんかうまく使えないな…みたいな
ものをアドバイスをもらう事で使えるようになったカンジです ”

栃木
T.E.SPORT
HONDA CRF450R

内田篤基
Ranking5  510point  Atsuki UCHIDA

「ファクトリーは走ることに専念できるいい環境で。その分結果しか求められないので
大変です」「マディマスターの井上眞一さんと一緒に移動するんですけどコースに向
かってる時雨降ってると僕よりも井上さんの方がテンションが上がるっていうか『いや、
雨だねー』みたいにちょっと嬉しそうになるんでライダーは僕なのにな…って（笑）あん
まり雨得意じゃないんですけど、身近にそういう方がいてくれてるんで心強いです」

“レースの後、スタッフに取り囲まれていろいろ報告するんです
けど僕の中ではアレを『事情聴取』って呼んでます（笑） ”

静岡
Team Kawasaki R&D
Kawasaki KX450SR*

＊ #2ウィルソン選手、#3大城選手、#97内田選手はファクトリーマシンを使用。











初戴
冠の
柳瀬
大河
、最
終戦
も完
全制
覇な
るか
！
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らが
挑む
！

　2026年のIA2チャンピオンは、最終戦を待たずに決まった。第8戦TOKIO 
INKARAMI Super Motocrossで柳瀬大河（Honda Dream Racing）が
自身初の全日本タイトルを獲得。18ヒート中12勝、606ポイントという成績
を残してSUGOへやって来る。しかし王座を手にしたからといって、柳瀬の
勝負が終わったわけではない。前戦のレース後、本人は最終戦での両ヒー
ト優勝を宣言している。挑戦者たちにとっては、すでにチャンピオンとなった
柳瀬を倒し、シーズン最後の勝者として名を刻む絶好の機会だ。
　今季の開幕戦いなべでは、田中淳也（YAMAHA BLU CRU RACING 

TEAM YSP浜松BOSS RACING）がヒート1、柳瀬がヒート2を制して好
発進。第2戦HSR九州では吉田琉雲（Bells Racing）がヒート1で勝利した。
吉田は昨年の近畿大会でIA2初優勝を飾ったライダーで、中国大会でも
今季2勝目を記録。第3戦オフロードヴィレッジでは柳瀬が2勝、田中が1勝
を分け合い、第4戦SUGOでも両者が1勝ずつ挙げた。そこで両ヒート3位と
健闘した渡辺陵（BLU CRU Team Pitin with M:F）の存在も忘れられない。
前半戦は柳瀬と田中の争いに、吉田や渡辺らがどこまで絡めるかが焦点
だった。

　しかし、第6戦北海道千歳大会で柳瀬がマディの2ヒートを制し、夏のイン
ターバル後の第7戦近畿大会でも連勝。難しい条件でも勝ち切る力を示し、
ランキングでリードを広げていった。一方、タイトルを追っていた田中は第
8戦に向けた練習中に左手首を骨折し、シーズン離脱を余儀なくされた。そ
して迎えたTOKIO INKARAMI Super Motocross。柳瀬はヒート1でホール
ショットから独走したものの、ヒート2では横澤拓夢（Kawasaki PLAZA 
盛岡 TKM motor sports）に敗れた。横澤は散水で滑りやすくなった路面
でもタイヤのグリップ力を活かし、終盤にはファステストラップを記録して
柳瀬を引き離した。2024年第6戦近畿大会以来、約2年ぶりのヒート優勝で
ある。柳瀬はヒート3を再び制し、勝利とともに初タイトルを確定させた。
　前戦の横澤は勝ってなお、3ヒートすべてを制することができなかった悔

しさを口にしている。サスペンション、エンジン、タイヤの組み合わせが整っ
てきたという手応えもあり、SUGOでの再戦は楽しみだ。柳瀬とは昨年まで
チームメイトとして練習を重ねてきた間柄でもある。一方、横澤は517ポイント
でランキング2位につけるが、3位の渡辺は484ポイント。その差33ポイント
は最終戦で逆転可能な範囲だ。前戦ヒート3で柳瀬に次ぐ2位に入った鴨田
翔（Kawasaki PLAZA 東大阪）も、本人が新王者への挑戦を表明している。
　柳瀬がここから2勝すれば、2006年以降のIA2で富田俊樹が持つ日本人
年間最多14勝の記録に並ぶ。ただし、本人が明言している目標はあくまで
最終戦の両ヒート優勝。記録の行方とは別に、30分＋1周の2ヒートで誰が
最後まで速さを維持できるのか。新王者と、勝利を狙うライバルたちの勝負
に注目したい。
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　前戦の横澤は勝ってなお、3ヒートすべてを制することができなかった悔
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は最終戦で逆転可能な範囲だ。前戦ヒート3で柳瀬に次ぐ2位に入った鴨田
翔（Kawasaki PLAZA 東大阪）も、本人が新王者への挑戦を表明している。
　柳瀬がここから2勝すれば、2006年以降のIA2で富田俊樹が持つ日本人
年間最多14勝の記録に並ぶ。ただし、本人が明言している目標はあくまで
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Ranking Top5Ranking Top5

横澤拓夢
Ranking2  517point  Takumu YOKOSAWA

「マシンを乗り換えて毎戦頑張ってきましたが、まだ友達になりきれてない部分がある
んです。だいぶ良くなってきたっていうのはあるし勝ちたいは勝ちたいんですけどもう
ちょっとかな。行けると思っていたシーズン、思ったより苦労してるかなって感じします」
そう語った矢先、第8戦で今年初のヒート優勝を果たした「SUGOでは今年やってきた
ことを全部見せたいなっていう思いがあるんで地元のみんなの前で勝ちたいですね」

“今年やってきた事は来年にしっかり繋げる為。できるだけ早く
自分ができる最高の走りをしたいですけど本番は来年かな ”

岩手
KawasakiPLAZA盛岡
TKMmotorsports
Kawasaki KX250F

鴨田 翔
Ranking5  432point  Kakeru KAMODA

「最近はトレーニングをがんばってます。今の僕に足りないのはフィジカルで気持ちを
強くする所かなって思って、乗ることよりもトレーニングを重視しながら量より質で体と
気持ちを造りました」「ゼッケンの122の由来ですか？子供の頃にチャドリードが大好き
で22を付けてたんですけどジュニアクロスに出た時に22が取れなくて。で、１を足して
122になったんです。それでジュニア世界選手権にも出て。思い出のゼッケンですね」

“もちろんレース前日のカレーは食べ続けてますよ。いろんな人に
けっこう聞かれるんです『まだ食べてるの？』って（笑） ”

埼玉
Kawasaki PLAZA 東大阪
Kawasaki KX250

柳瀬大河
Ranking1  606point  Taiga YANASE

開幕から勝ちに勝って早くも2026年チャンピオンに決定「前戦でチャンピオンを決める
ことができたので今回のSUGOは何ひとつ気負うことなくフリーな気持ちで臨めます。し
っかり走り切って最後は優勝で終わりたいです」「小さい頃からの夢はアメリカでレース
することでしたが、アメリカでもヨーロッパでも海外のレースにチャレンジさせてもらえ
る環境があるのならどこでも挑戦したいです」勝者の眼差しは既に世界に向いている。

“いいことといいことが重なってプラスプラスプラスの相乗効果で、
この1年を通してすごい成果が出たって感じがしてます ”

愛知
Honda Dream Racing
HONDA CRF250R

田中淳也
Ranking4  462point  Junya TANAKA

「ウエアが新しくなったんです。兄・優作のYusackyfilmのロゴをあしらったウエアを勝つ
まで着させてくださいってお願いしてるんですけど、そのデザインも新しくなったんでどっ
ちかのヒートで着ようと思っています」「…ていうことをしてるとCARRYさんに出してもら
った新品のウエアが余っちゃうことになるんでどっちのデザインも着て宣伝しないと。贅
沢な悩みですよね。子供の頃憧れてたトップライダーみたいな夢の様な状況ですけど」

“子供からかっこいいって思ってもらえるようなライダーになりたいん
です。自分が憧れてたようなライダーになりたいですね ”

京都    
YAMAHA BLUCRU RACING TEAM 
YSP浜松BOSS RACING
YAMAHA YZ250F

渡辺 陵
Ranking3  484point  Ryo WATANABE

「…なので、声援があったら緊張も紛れると思うんです」と。シーズン途中から兄の祐介
と供に参戦する形になり「正直、今の状態、兄にしたらいい体制ではないのかもしれな
いんですけど僕からすれば安心感もあって。僕が結果出した時は兄が一番先に来てく
れるんで。表彰台に上がった時、兄はグリッドに並んでることが多いんですけど大きく
ガッツポーズしてくれたのが見えて僕もほっとするとか。祐介の存在はでかいですね」

“ 前回、すごい緊張で前の夜寝れなくてスタート前に吐きそうに
なっちゃって、どうしたの？顔真っ青だよと言われたりして…”

福島
BLU CRU Team Pitin with M:F
YAMAHA YZ250F
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 阿部 晴基
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 佐々木 麗希

 佐野 壮太

 箕浦 来輝

 深澤 翼

 辻 拓人

 木村 凌太朗

 住友 睦巳

 鴨田 翔

 佐野 雄太

 横澤 拓夢

 笹谷 野亜

 島袋 樹巳

 名島 玖龍

 外間 大詩

東京 27  ACシマダwith373GARAGE Kawasaki KX250

宮城 24  Yamaha YZ250F

愛知 22  TEAMリッキーbyカミチカ Honda CRF250R

宮城 23  Y'sRacing with 東北トラス Yamaha YZ250F

群馬 21  Kawasaki PLAZA前橋 Kawasaki KX250

愛知 18  TEAＭ　ITOMO Honda CRF250R

神奈川 21  成田mxパークアシタプランニングms Yamaha YZ250F

静岡 32  Honda 浜松エスカルゴRT Honda CRF250R

北海道 21  TEAM JUDGEMENT with MXbuild Kawasaki KX250

京都 19  YSP浜松　BOSS RACING Yamaha YZ250F

埼玉 25  Kawasaki PLAZA 東大阪 Kawasaki KX250

群馬 24  Kawasaki PLAZA前橋 Kawasaki KX250

岩手 28  kawasaki PLAZA 盛岡 TKM motor sports Kawasaki KX250

青森 19  kawasaki PLAZA 盛岡 TKM motor sports Kawasaki KX250

沖縄 20  yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250

埼玉 18  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

山梨 18  T.E.SPORT Honda CRF250R
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 吉田 琉雲

 渡辺 陵

 佐々木 麗

 柳瀬 大河

 福村 鎌

 田中 淳也

 森 優介

 今岡 駿太

 小笠原 大貴

 松木 悠

 山崎 巧也

 上原 巧

 石平 凌大

 守 大夢

 古井 奎伍

 河西 琉

 鈴村 絆

愛知 19  Bells Racing Honda CRF250R

奈良 18  Bells Racing Honda CRF250R

福島 25  BLUCRU Team Pitin with M:F Yamaha YZ250F

宮城 27  kawasakiオフロードエントリーショップYS黒松 Kawasaki KX250

愛知 21  Honda Dream Racing Honda CRF250R

愛知 25  TeamSBE  Suzuki RM-Z250

京都 20  YAMAHA BLUCRU RACING TEAM YSP浜松BOSS RACING Yamaha YZ250F

熊本 28  Team ITOMO with オフロードピット那須 Honda CRF250R

宮崎 19  yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250

宮城 25  Triumph Tokyo bay Triumph TF250X

大阪 21  yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250

埼玉 19  T.E.SPORT Honda CRF250R

沖縄 30  ACシマダwithHCM Suzuki RM-Z250

石川 24  Yamaha YZ250F

福島 17  Kawasaki PURETECH Racing Kawasaki KX250

愛知 22  YSP浜北大橋レーシング Yamaha YZ250F

北海道 24  TEAM JUDGEMENT with Mxbuild Kawasaki KX250

石川 20  バイカーズステーション金沢レーシング Honda CRF250R

 Takeru FUJII

 Rukumo YOSHIDA

 Ryo WATANABE

 Urara SASAKI

 Taiga YANASE

 Ren FUKUMURA

 Junya TANAKA

 Yusuke MORI

 Shunta IMAOKA

 Daiki OGASAWARA

 Haru MATSUKI

 Takuya YAMAZAKI

 Takumi UEHARA

 Ryota ISHIHIRA

 Hiromu MORI

 Keigo FURUI

 Ryu KAWANISHI

 Kizuna SUZUMURA

 Kenta SAITO

 Haruki ABE

 Kosuke YAMADA

 Maki SASAKI

 Sota SANO

 Raiki MINOURA

 Tsubasa FUKASAWA

 Takuto TSUJI

 Ryotaro KIMURA

 Mutsumi SUMITOMO

 Kakeru KAMODA

 Yuta SANO

 Takumu YOKOSAWA

 Noa SASAYA

 Itsumi SHIMABUKURO

 Kiryu NAJIMA

 Taishi HOKAMA
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 吉田 琉雲

 渡辺 陵

 佐々木 麗

 柳瀬 大河

 福村 鎌

 田中 淳也

 森 優介

 今岡 駿太

 小笠原 大貴

 松木 悠

 山崎 巧也

 上原 巧

 石平 凌大

 守 大夢

 古井 奎伍

 河西 琉

 鈴村 絆

愛知 19  Bells Racing Honda CRF250R

奈良 18  Bells Racing Honda CRF250R

福島 25  BLUCRU Team Pitin with M:F Yamaha YZ250F

宮城 27  kawasakiオフロードエントリーショップYS黒松 Kawasaki KX250

愛知 21  Honda Dream Racing Honda CRF250R

愛知 25  TeamSBE  Suzuki RM-Z250

京都 20  YAMAHA BLUCRU RACING TEAM YSP浜松BOSS RACING Yamaha YZ250F

熊本 28  Team ITOMO with オフロードピット那須 Honda CRF250R

宮崎 19  yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250

宮城 25  Triumph Tokyo bay Triumph TF250X

大阪 21  yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250

埼玉 19  T.E.SPORT Honda CRF250R

沖縄 30  ACシマダwithHCM Suzuki RM-Z250

石川 24  Yamaha YZ250F

福島 17  Kawasaki PURETECH Racing Kawasaki KX250

愛知 22  YSP浜北大橋レーシング Yamaha YZ250F

北海道 24  TEAM JUDGEMENT with Mxbuild Kawasaki KX250

石川 20  バイカーズステーション金沢レーシング Honda CRF250R

 Takeru FUJII

 Rukumo YOSHIDA

 Ryo WATANABE

 Urara SASAKI

 Taiga YANASE

 Ren FUKUMURA

 Junya TANAKA

 Yusuke MORI

 Shunta IMAOKA

 Daiki OGASAWARA

 Haru MATSUKI

 Takuya YAMAZAKI

 Takumi UEHARA

 Ryota ISHIHIRA

 Hiromu MORI

 Keigo FURUI

 Ryu KAWANISHI

 Kizuna SUZUMURA

 Kenta SAITO

 Haruki ABE

 Kosuke YAMADA

 Maki SASAKI

 Sota SANO

 Raiki MINOURA

 Tsubasa FUKASAWA

 Takuto TSUJI

 Ryotaro KIMURA

 Mutsumi SUMITOMO

 Kakeru KAMODA

 Yuta SANO

 Takumu YOKOSAWA

 Noa SASAYA

 Itsumi SHIMABUKURO

 Kiryu NAJIMA

 Taishi HOKAMA
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　昨年の最終戦SUGO、川井麻央（T.E.SPORT）の全戦優勝を阻んだのは
川上真花（YSP浜松 BOSS RACING）だった。最終ラップでトップを奪い、川井
を2位に退けた川上が、今年もSUGOへ向かう。前戦TOKIO INKARAMI 
Super Motocrossでは、その川上が今季初優勝。開幕から7連勝していた
川井は転倒して4位となり、ランキングの差は23から16ポイントに縮まった。
5度のチャンピオン川井が6冠をつかむか、川上が逆転で年間王座を奪う
か。再びSUGOで2人の勝負が決着する。
　ただし、川井の7連勝は決して余裕のある勝利ばかりではなかった。開幕
戦いなべでは箕浦未夢（Team ITOMO）、川上とのトップ争いを制し、雨
の第2戦HSR九州では好スタートから独走。第3戦オフロードヴィレッジで
は、深いわだちや周回遅れを挟みながら何度も並びかける川上を、巧みな
ライン選択で抑え込んだ。川上はこの3戦すべてで2位。速さで互角に戦う
場面を見せながら、わずかなミスも見逃さず、勝機をものにする川井のレー
ス運びが勝敗を分けてきた。
　6月の第4戦SUGOは、2人の今季を象徴する一戦となった。予選トップの
川上が決勝でも先頭に立ち、序盤には約7秒のリードを築いた。出遅れた
川井も2周目には2番手へ浮上して追撃。しかし残り2周で川上が周回遅れと
接触、転倒して川井が逆転優勝を飾った。川上は3位で終わり、あと一歩まで
迫った勝利を逃す。続く中国大会では箕浦と本田もトップ争いに加わり、転
倒と逆転が続く大混戦。終盤に再び先頭となった川上だったが、最終ラップ

でバックマーカーをかわすためにラインを変えた瞬間を川井に突かれ、再
び逆転を許した。北海道千歳大会では深いマディを川井が攻略して6勝目。
難しい路面から僅差の攻防まで勝ち切る力が、連勝を支えていた。
　第7戦近畿大会は0秒717差。マシンが水を吸い込み、十分にパワーが
出ないトラブルを抱えた川井を、川上が最終盤まで追い詰めた。それでも
川井が逃げ切り7連勝を完成させる。ところが前戦では状況が一変した。
川井が先頭に立つも、3周目に連続ジャンプの着地でバランスを崩して転倒
し、6番手へ後退。代わってトップとなった川上が後続に7秒753差で勝利し、
川井は4位でチェッカーを受けた。2位の箕浦はレース最速ラップを記録し、
3位には本田七海（TEAM KOH-Z）。川上はレース後、得意とするSUGOで
必ず勝つと語り、川井も最終戦は優勝でタイトルを決めたいと明言した。
　川井273ポイント、川上257ポイント。最終戦は15分＋1周の1レースで、
MFJ-GPの3ポイント加算がある。川上が勝っても川井が12位以内なら、
勝利数による同点時の優先順位も含め川井の6冠が決まる。川上には優勝
だけでなく川井との大きな順位差が必要だ。一方、ランキング3位の本田は
232ポイント、4位の箕浦は229ポイントとこちらも接戦。箕浦は近畿大会で
3位チェッカーを受けながら音量規定違反で8位に降格したが、前戦の2位
で再び本田に迫った。昨年、川井を逆転したSUGOで川上が再び勝つのか、
それとも川井が女王の強さを示すのか。頂点を争う今季ラストレースの行方
から目を離せない。

Ranking Top5Ranking Top5

川井麻央の7連勝に終止符！ 16ポイント差の最終決戦

昨年のSUGOを制した川上真花が、再び女王に挑む！
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楠本菜月
Ranking5  204point  Natsuki KUSUMOTO

「今年はまあなんかいつも通りやなっていう」いまひとつの状況に苦笑い。明るい話題
といえば「名阪から着てる薄水色のウエアがお気に入りですけどめちゃくちゃ汚れそ
うで。天気が良かったら着たいな、みたいな」「ヘルメットはずっとモンペットスターズ
さんに塗ってもらってて今回は超キラキラのラメが入ってます。ラメって晴れないと目
立たない気もするんですけどめちゃくちゃ入ってるんで意外と雨でも行けます（笑）」

“ファストハウスのウエアにも注目してほしい。自分はチェッカー
フラッグのやつと青っぽいグレーのやつがお気に入りですね ”

大阪
TEAM HAMMER
HONDA CRF150R 

川井麻央
Ranking1  273point   Manaka KAWAI

第7戦まで連勝記録を重ねていたが、前回第8戦で今シーズン初めて土がついた。とは
いえ圧倒的点差はそのままで最終戦へ「今シーズン、ちょっと運を使いすぎてる感があ
りましたね。勝てる状況じゃなくても運がついてたから勝てて。正直自分でもすごいと
思いましたし『運も味方につけるぐらいなんだよ』って周りの人に見てもらえて」「去年は
最終戦で優勝できなかったので誰に勝つとかじゃなくて去年の自分を超えたいです」

“ 自分が勝てたら自分も嬉しいけどそれ以上に周りの人が
『応援しててよかった』って喜んで帰ってくれるのが一番いいなって ”

埼玉
T.E.SPORT
HONDA CRF150RⅡ

箕浦未夢
Ranking4  229point  Myu MINOURA

「毎戦、セッティングもそうだし走りもいろいろ試していて毎回違うんですけど、前半戦
の広島では一番いい走りができたんですよ。でも、後半戦最初の名阪で音量で引っ
かかって3位になったのに8位まで下がっちゃって…本当にショックで悔しくて。それで
ランキングも下がったのでもう吹っ切ってっていうか、気持ちを切り替えて最終戦に挑
もうかなって。守るものは何もないし怖いものもないので思い切り走ろうと思います」

“ 前の3人は手強いですけど皆がそこに注目してるところを
ぶっちぎって走りたいです…って。やばい、言っちゃった（笑） ”

愛知
TEAM ITOMO
HONDA CRF150RⅡ

本田七海
Ranking3  232point  Nanami HONDA

「今シーズンはけっこう厳しいシーズンでした。アメリカに挑戦させてもらって全日本も
出場する中250から85に乗り換えも難しくて。でも、レースは待ってくれないんでやるし
かないっていうところで結果につながらずにここまで来た感じです」「今年は全く勝ち
がなくて、表彰台も乗れるか乗れないかというレースをしてしまっているので最後くらい
はちゃんと勝って高い所でファンやスポンサーさんに感謝の気持ちを言いたいです」

“バイクがすごいかっこよく仕上がってます。走る前の綺麗な姿と
それに負けないくらいかっこいい走りと両方見てほしいです ”

大阪
TEAM KOH-Z
YAMAHA YZ85LW

川上真花
Ranking2  257point  Manaka KAWAKAMI

「やっぱりずっと長年やってはるんで、技術面は全然川井さんの方が高くて。バックマー
カーへの対応とかも上手でそういうとこで離されていくのかなぁ…と思ってます」と女王
との戦いを分析。だが、第8戦でついに優勝をもぎ取った。前半戦のSUGOでは自身の
誕生日を優勝で飾る一歩手前で転倒し涙した「前回の悔しい気持ちをしっかり入れ替
えて、ファンの方に恩返しできるように優勝をプレゼントする形で増やしたいです！」

“ SUGOは得意ですが誕生日の時に優勝を逃しちゃったんで
2度目の勝負は必ずかっこいいところを見せれるように頑張ります！ ”

大阪
YSP浜松 BOSS RACING
YAMAHA YZ85LW
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　昨年の最終戦SUGO、川井麻央（T.E.SPORT）の全戦優勝を阻んだのは
川上真花（YSP浜松 BOSS RACING）だった。最終ラップでトップを奪い、川井
を2位に退けた川上が、今年もSUGOへ向かう。前戦TOKIO INKARAMI 
Super Motocrossでは、その川上が今季初優勝。開幕から7連勝していた
川井は転倒して4位となり、ランキングの差は23から16ポイントに縮まった。
5度のチャンピオン川井が6冠をつかむか、川上が逆転で年間王座を奪う
か。再びSUGOで2人の勝負が決着する。
　ただし、川井の7連勝は決して余裕のある勝利ばかりではなかった。開幕
戦いなべでは箕浦未夢（Team ITOMO）、川上とのトップ争いを制し、雨
の第2戦HSR九州では好スタートから独走。第3戦オフロードヴィレッジで
は、深いわだちや周回遅れを挟みながら何度も並びかける川上を、巧みな
ライン選択で抑え込んだ。川上はこの3戦すべてで2位。速さで互角に戦う
場面を見せながら、わずかなミスも見逃さず、勝機をものにする川井のレー
ス運びが勝敗を分けてきた。
　6月の第4戦SUGOは、2人の今季を象徴する一戦となった。予選トップの
川上が決勝でも先頭に立ち、序盤には約7秒のリードを築いた。出遅れた
川井も2周目には2番手へ浮上して追撃。しかし残り2周で川上が周回遅れと
接触、転倒して川井が逆転優勝を飾った。川上は3位で終わり、あと一歩まで
迫った勝利を逃す。続く中国大会では箕浦と本田もトップ争いに加わり、転
倒と逆転が続く大混戦。終盤に再び先頭となった川上だったが、最終ラップ

でバックマーカーをかわすためにラインを変えた瞬間を川井に突かれ、再
び逆転を許した。北海道千歳大会では深いマディを川井が攻略して6勝目。
難しい路面から僅差の攻防まで勝ち切る力が、連勝を支えていた。
　第7戦近畿大会は0秒717差。マシンが水を吸い込み、十分にパワーが
出ないトラブルを抱えた川井を、川上が最終盤まで追い詰めた。それでも
川井が逃げ切り7連勝を完成させる。ところが前戦では状況が一変した。
川井が先頭に立つも、3周目に連続ジャンプの着地でバランスを崩して転倒
し、6番手へ後退。代わってトップとなった川上が後続に7秒753差で勝利し、
川井は4位でチェッカーを受けた。2位の箕浦はレース最速ラップを記録し、
3位には本田七海（TEAM KOH-Z）。川上はレース後、得意とするSUGOで
必ず勝つと語り、川井も最終戦は優勝でタイトルを決めたいと明言した。
　川井273ポイント、川上257ポイント。最終戦は15分＋1周の1レースで、
MFJ-GPの3ポイント加算がある。川上が勝っても川井が12位以内なら、
勝利数による同点時の優先順位も含め川井の6冠が決まる。川上には優勝
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で再び本田に迫った。昨年、川井を逆転したSUGOで川上が再び勝つのか、
それとも川井が女王の強さを示すのか。頂点を争う今季ラストレースの行方
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楠本菜月
Ranking5  204point  Natsuki KUSUMOTO

「今年はまあなんかいつも通りやなっていう」いまひとつの状況に苦笑い。明るい話題
といえば「名阪から着てる薄水色のウエアがお気に入りですけどめちゃくちゃ汚れそ
うで。天気が良かったら着たいな、みたいな」「ヘルメットはずっとモンペットスターズ
さんに塗ってもらってて今回は超キラキラのラメが入ってます。ラメって晴れないと目
立たない気もするんですけどめちゃくちゃ入ってるんで意外と雨でも行けます（笑）」

“ファストハウスのウエアにも注目してほしい。自分はチェッカー
フラッグのやつと青っぽいグレーのやつがお気に入りですね ”

大阪
TEAM HAMMER
HONDA CRF150R 

川井麻央
Ranking1  273point   Manaka KAWAI

第7戦まで連勝記録を重ねていたが、前回第8戦で今シーズン初めて土がついた。とは
いえ圧倒的点差はそのままで最終戦へ「今シーズン、ちょっと運を使いすぎてる感があ
りましたね。勝てる状況じゃなくても運がついてたから勝てて。正直自分でもすごいと
思いましたし『運も味方につけるぐらいなんだよ』って周りの人に見てもらえて」「去年は
最終戦で優勝できなかったので誰に勝つとかじゃなくて去年の自分を超えたいです」

“ 自分が勝てたら自分も嬉しいけどそれ以上に周りの人が
『応援しててよかった』って喜んで帰ってくれるのが一番いいなって ”

埼玉
T.E.SPORT
HONDA CRF150RⅡ

箕浦未夢
Ranking4  229point  Myu MINOURA

「毎戦、セッティングもそうだし走りもいろいろ試していて毎回違うんですけど、前半戦
の広島では一番いい走りができたんですよ。でも、後半戦最初の名阪で音量で引っ
かかって3位になったのに8位まで下がっちゃって…本当にショックで悔しくて。それで
ランキングも下がったのでもう吹っ切ってっていうか、気持ちを切り替えて最終戦に挑
もうかなって。守るものは何もないし怖いものもないので思い切り走ろうと思います」

“ 前の3人は手強いですけど皆がそこに注目してるところを
ぶっちぎって走りたいです…って。やばい、言っちゃった（笑） ”

愛知
TEAM ITOMO
HONDA CRF150RⅡ

本田七海
Ranking3  232point  Nanami HONDA

「今シーズンはけっこう厳しいシーズンでした。アメリカに挑戦させてもらって全日本も
出場する中250から85に乗り換えも難しくて。でも、レースは待ってくれないんでやるし
かないっていうところで結果につながらずにここまで来た感じです」「今年は全く勝ち
がなくて、表彰台も乗れるか乗れないかというレースをしてしまっているので最後くらい
はちゃんと勝って高い所でファンやスポンサーさんに感謝の気持ちを言いたいです」

“バイクがすごいかっこよく仕上がってます。走る前の綺麗な姿と
それに負けないくらいかっこいい走りと両方見てほしいです ”

大阪
TEAM KOH-Z
YAMAHA YZ85LW

川上真花
Ranking2  257point  Manaka KAWAKAMI

「やっぱりずっと長年やってはるんで、技術面は全然川井さんの方が高くて。バックマー
カーへの対応とかも上手でそういうとこで離されていくのかなぁ…と思ってます」と女王
との戦いを分析。だが、第8戦でついに優勝をもぎ取った。前半戦のSUGOでは自身の
誕生日を優勝で飾る一歩手前で転倒し涙した「前回の悔しい気持ちをしっかり入れ替
えて、ファンの方に恩返しできるように優勝をプレゼントする形で増やしたいです！」

“ SUGOは得意ですが誕生日の時に優勝を逃しちゃったんで
2度目の勝負は必ずかっこいいところを見せれるように頑張ります！ ”

大阪
YSP浜松 BOSS RACING
YAMAHA YZ85LW
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 川井 麻央

 箕浦 未夢

 大久保 梨子

 穗苅 愛香

 楠本 菜月

 松木 紗子

 木村 綾希

 赤松 樹愛

 ぺレーラ 瞳美

 河合 華翔菜

 佐々木 夢月

 鈴村 永愛

 川上 真花

 石塚 皐月

 鈴木 姫菜乃

 松室 彩花

 鑓水 よう子

 中村 夏乃

 矢木 杏奈

 壬生 かりん

 本田 七海

 新井 雅恵

 川口 牡丹

 谷村 杏沙華

埼玉 24  T.E.SPORT Honda CRF150RⅡ

愛知 20  Team  ITOMO Honda CRF150RⅡ

滋賀 18  チームゆめチャンネル＆331 KTM 85SX

千葉 21  BLU CRU TOMOレーシング Yamaha YZ85LW

大阪 22  TEAM HAMMER Honda CRF150R

大阪 22  yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX85

東京 22  TeamPowerBand Kawasaki KX85

広島 18  FACTORY BEAR RACING TEAM Y’s Yamaha YZ85LW

東京 18  YSP浜松withBABANASHOX Yamaha YZ85LW

京都 16  STORY RACiNG withベイシストオート GASGAS MC85

秋田 18  Y's Racing with 東北トラス Yamaha YZ85LW

石川 22  バイカーズステーション金沢レーシング Honda CRF150RⅡ

大阪 17  YSP浜松 BOSS RACING Yamaha YZ85LW

千葉 17  Bad Bull Kawasaki KX85L

新潟 22  TEAM・Ｍ１・RACING＆ももかん　Moty’ｓ Yamaha YZ85LW

愛知 27  98%RACING Yamaha YZ85LW

千葉 47  習志野レーシングクラブwithサドルバック札幌 Honda CRF150RⅡ

静岡 14  Yamaha YZ85LW

兵庫 12  Team Yamamoto Husqvarna TC85

高知 14  スパークレーシング＆レンタルの葵重機 Yamaha YZ85LW

大阪 29  TEAM KOH-Z Yamaha YZ85LW

埼玉 64  Suzuki RM85L

神奈川 11  110Racing +Knot Yamaha YZ85LW

新潟 12  あすかちゃんねる×週末 Suzuki RM85L

 Manaka KAWAI

 Myu MINORA

 Riko OKUBO

 Manaka HOKARI

 Natsuki KUSUMOTO

 Suzu MATSUKI

 Aki KIMURA

 Jua AKAMATSU

    Hitomi PERERA

 Mitona KAWAI

 Meruna SASAKI

 Toa SUZUMURA

 Manaka KAWAKAMI

 Satsuki ISHIZUKA

 Hinano SUZUKI

 Ayaka MATSUMURO

 Yoko YARIMIZU

 Natsuno NAKAMURA

 Anna YAGI

 Karin MIBU

 Nanami HONDA

 Masae ARAI

 Botan KAWAGUCHI

 Asuka TANIMURA
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ゼッケン ライダー 所属 年齢 チーム メーカー マシン 予選 決勝
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

14

15

16

17

18

19

21

22

33

36

39

43

 川井 麻央

 箕浦 未夢

 大久保 梨子

 穗苅 愛香

 楠本 菜月

 松木 紗子

 木村 綾希

 赤松 樹愛

 ぺレーラ 瞳美

 河合 華翔菜

 佐々木 夢月

 鈴村 永愛

 川上 真花

 石塚 皐月

 鈴木 姫菜乃

 松室 彩花

 鑓水 よう子

 中村 夏乃

 矢木 杏奈

 壬生 かりん

 本田 七海

 新井 雅恵

 川口 牡丹

 谷村 杏沙華

埼玉 24  T.E.SPORT Honda CRF150RⅡ

愛知 20  Team  ITOMO Honda CRF150RⅡ

滋賀 18  チームゆめチャンネル＆331 KTM 85SX

千葉 21  BLU CRU TOMOレーシング Yamaha YZ85LW

大阪 22  TEAM HAMMER Honda CRF150R

大阪 22  yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX85

東京 22  TeamPowerBand Kawasaki KX85

広島 18  FACTORY BEAR RACING TEAM Y’s Yamaha YZ85LW

東京 18  YSP浜松withBABANASHOX Yamaha YZ85LW

京都 16  STORY RACiNG withベイシストオート GASGAS MC85

秋田 18  Y's Racing with 東北トラス Yamaha YZ85LW

石川 22  バイカーズステーション金沢レーシング Honda CRF150RⅡ

大阪 17  YSP浜松 BOSS RACING Yamaha YZ85LW

千葉 17  Bad Bull Kawasaki KX85L

新潟 22  TEAM・Ｍ１・RACING＆ももかん　Moty’ｓ Yamaha YZ85LW

愛知 27  98%RACING Yamaha YZ85LW

千葉 47  習志野レーシングクラブwithサドルバック札幌 Honda CRF150RⅡ

静岡 14  Yamaha YZ85LW

兵庫 12  Team Yamamoto Husqvarna TC85

高知 14  スパークレーシング＆レンタルの葵重機 Yamaha YZ85LW

大阪 29  TEAM KOH-Z Yamaha YZ85LW

埼玉 64  Suzuki RM85L

神奈川 11  110Racing +Knot Yamaha YZ85LW

新潟 12  あすかちゃんねる×週末 Suzuki RM85L

 Manaka KAWAI

 Myu MINORA

 Riko OKUBO

 Manaka HOKARI

 Natsuki KUSUMOTO

 Suzu MATSUKI

 Aki KIMURA

 Jua AKAMATSU

    Hitomi PERERA

 Mitona KAWAI

 Meruna SASAKI

 Toa SUZUMURA

 Manaka KAWAKAMI

 Satsuki ISHIZUKA

 Hinano SUZUKI

 Ayaka MATSUMURO

 Yoko YARIMIZU

 Natsuno NAKAMURA

 Anna YAGI

 Karin MIBU

 Nanami HONDA

 Masae ARAI

 Botan KAWAGUCHI

 Asuka TANIMURA
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ゼッケン ライダー 出身 年齢 チーム メーカー マシン
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●

48

51

52

57

58

62

65

66

67

68

69

70

71

73

76

78

80

96

111

113

 小寺 巧馬

 江藤 彪之介

 北林 誠

 木村 優希

 加藤木 桂

 今岡 陸駆斗

 目黒 愛翔

 永澤 匠真

 清宮 伊織

 杉本 大駕

 外間 匠

 福田 龍人

 田中 秀征

 松下 光

 大村 未知

 佐野 光希

 水野 零埜

 酒井 隆成

 YANG JINYU

 田村 幸治

埼玉 24  T.E.SPORT Honda CRF250R

福岡 14  ★MOTION RACING★ Yamaha YZ125

長野 59  TeamR＆D 滋賀MC土山MSA Honda CRF250R

東京 16  TeamPowerBand Kawasaki KX250

茨城 71  TEAM-M1-RACING Yamaha YZ125

宮崎 16  yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250

東京 16  TEAM SAKURAI HONDA Honda CRF250R

埼玉 15  YSP浜松withBABANASHOX Yamaha YZ125

神奈川 16  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

東京 16  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

山梨 15  T.E.SPORT Honda CRF250R

埼玉 16  T.E.SPORT Honda CRF250R

東京 17  T.E.SPORT Honda CRF250R

京都 18  Kawasaki KX250

東京 26  AXIS Honda CRF250R

神奈川 20  ジュニアライダース　フリーダムナナ Kawasaki KX250

愛知 18  ZEROPOINTRACINGwithysp名古屋北/天白 Yamaha YZ250F

北海道 16  FK  RACING  with  RS J-1 Yamaha YZ250F

中国 16  RidgeCycle KTM 125SX

青森 57  TSFレーシング＆ガーディアンツリー Kawasaki KX250

 Takuma KODERA

 Toranosuke ETO

 Makoto KITABAYASHI

 Yuki KIMURA

 Katsura KATOGI

 Rikuto IMAOKA

 Aito MEGURO

 Shoma NAGASAWA

 Iori KIYOMIYA

 Taiga SUGIMOTO

 Takumi HOKAMA

 Ryujin FUKUDA

 Shusei TANAKA

 Hikaru MATSUSHITA

 Hidekazu OMURA

 Mitsuki SANO

 Reiya MIZUNO

 Ryusei SAKAI

 Koji TAMURA

ゼッケン ライダー 出身 年齢 チーム メーカー マシン
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●

●
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1

2

3

4

8

10

12

14

15

17

20

22

23

25

30

31

33

43

44

45

47

 酢崎 友哉

 藤本 琉希亜

 笹島 勇気

 鎌倉 大樹

 桒垣 竜斗

 工藤 博ノ介

 稲迫 凛

 菊池 慶太朗

 加藤 來一

 長崎 有優

 平田 蒼空

 納屋 碧

 永吉 一丸

 中村 來惟旺

 仲田 輪二

 浅石 晴成

 西城 悠聖

 中村 瑛斗

 早川 健紀

 大西 凜音

 脊戸 貴弘

千葉 22  成田MXパーク アシタプランニングMS Kawasaki KX450

茨城 20  ウイリー松浦 with AXIS Yamaha YZ250F

北海道 19  Crazy Racing with B Yamaha YZ250F

長野 37  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ450F

北海道 40  TeamNFS-HondaDream Hokkaido Block Honda CRF450F

青森 17  TKM motor sports Kawasaki KX250

広島 19  BIKE SHOP JUN Honda CRF450R

北海道 19  TeamNFS-HondaDream Hokkaido Block Honda CRF250F

兵庫 17  GRINTA RACING with PLAZA長崎 Kawasaki KX250

青森 22  Kawasaki PLAZA 盛岡 TKM motor  sports Kawasaki KX250

沖縄 22  カワサキプラザ那覇 Kawasaki KX250

兵庫 17  GRINTA RACING Suzuki RM-Z250

埼玉 19  T.E.SPORT Honda CRF250R

岩手 19  花巻レーシング Kawasaki KX250

鳥取 23  Team　Inoue Honda CRF250R

長野 22  N.W.R.T Honda CRF250R

岩手 19  T.E.SPORT Honda CRF250R

東京 17  KTM 250SX-F

栃木 30  Astemo東御　二輪部 Honda CRF450R

東京 19  SRF名倉　ACシマダ Kawasaki KX250

福岡 18  ★MOTION RACING★ Honda CRF250R

 Tomoya SUZAKI

 Rukia FUJIMOTO

 Yuki SASAJIMA

 Daiki KAMAKURA

 Ryuto KUWAGAKI

 Hironosuke KUDO

 Rin INASAKO

 Keitaro KIKUCHI

 Raichi KATO

 Aruma NAGASAKI

 Sora HIRATA

 Aoi NAYA

 Ichimaru NAGAYOSHI

 Raio NAKAMURA

 Rinji NAKADA

 Haru ASAISHI

 Yusei SAIJO

 Eito NAKAMURA

 Takenori HAYAKAWA

 Rinto ONISHI

 Takahiro SETO

エントリー　41台

予選 ヒート1　ヒート2
決勝

予選 ヒート1　ヒート2
決勝
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ゼッケン ライダー 出身 年齢 チーム メーカー マシン
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48

51

52

57

58

62

65

66

67

68

69

70

71

73

76

78

80

96

111

113

 小寺 巧馬

 江藤 彪之介

 北林 誠

 木村 優希

 加藤木 桂

 今岡 陸駆斗

 目黒 愛翔

 永澤 匠真

 清宮 伊織

 杉本 大駕

 外間 匠

 福田 龍人

 田中 秀征

 松下 光

 大村 未知

 佐野 光希

 水野 零埜

 酒井 隆成

 YANG JINYU

 田村 幸治

埼玉 24  T.E.SPORT Honda CRF250R

福岡 14  ★MOTION RACING★ Yamaha YZ125

長野 59  TeamR＆D 滋賀MC土山MSA Honda CRF250R

東京 16  TeamPowerBand Kawasaki KX250

茨城 71  TEAM-M1-RACING Yamaha YZ125

宮崎 16  yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250

東京 16  TEAM SAKURAI HONDA Honda CRF250R

埼玉 15  YSP浜松withBABANASHOX Yamaha YZ125

神奈川 16  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

東京 16  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

山梨 15  T.E.SPORT Honda CRF250R

埼玉 16  T.E.SPORT Honda CRF250R

東京 17  T.E.SPORT Honda CRF250R

京都 18  Kawasaki KX250

東京 26  AXIS Honda CRF250R

神奈川 20  ジュニアライダース　フリーダムナナ Kawasaki KX250

愛知 18  ZEROPOINTRACINGwithysp名古屋北/天白 Yamaha YZ250F

北海道 16  FK  RACING  with  RS J-1 Yamaha YZ250F

中国 16  RidgeCycle KTM 125SX

青森 57  TSFレーシング＆ガーディアンツリー Kawasaki KX250

 Takuma KODERA

 Toranosuke ETO

 Makoto KITABAYASHI

 Yuki KIMURA

 Katsura KATOGI

 Rikuto IMAOKA

 Aito MEGURO

 Shoma NAGASAWA

 Iori KIYOMIYA

 Taiga SUGIMOTO

 Takumi HOKAMA

 Ryujin FUKUDA

 Shusei TANAKA

 Hikaru MATSUSHITA

 Hidekazu OMURA

 Mitsuki SANO

 Reiya MIZUNO

 Ryusei SAKAI

 Koji TAMURA

ゼッケン ライダー 出身 年齢 チーム メーカー マシン

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

1

2

3

4

8

10

12

14

15

17

20

22

23

25

30

31

33

43

44

45

47

 酢崎 友哉

 藤本 琉希亜

 笹島 勇気

 鎌倉 大樹

 桒垣 竜斗

 工藤 博ノ介

 稲迫 凛

 菊池 慶太朗

 加藤 來一

 長崎 有優

 平田 蒼空

 納屋 碧

 永吉 一丸

 中村 來惟旺

 仲田 輪二

 浅石 晴成

 西城 悠聖

 中村 瑛斗

 早川 健紀

 大西 凜音

 脊戸 貴弘

千葉 22  成田MXパーク アシタプランニングMS Kawasaki KX450

茨城 20  ウイリー松浦 with AXIS Yamaha YZ250F

北海道 19  Crazy Racing with B Yamaha YZ250F

長野 37  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ450F

北海道 40  TeamNFS-HondaDream Hokkaido Block Honda CRF450F

青森 17  TKM motor sports Kawasaki KX250

広島 19  BIKE SHOP JUN Honda CRF450R

北海道 19  TeamNFS-HondaDream Hokkaido Block Honda CRF250F

兵庫 17  GRINTA RACING with PLAZA長崎 Kawasaki KX250

青森 22  Kawasaki PLAZA 盛岡 TKM motor  sports Kawasaki KX250

沖縄 22  カワサキプラザ那覇 Kawasaki KX250

兵庫 17  GRINTA RACING Suzuki RM-Z250

埼玉 19  T.E.SPORT Honda CRF250R

岩手 19  花巻レーシング Kawasaki KX250

鳥取 23  Team　Inoue Honda CRF250R

長野 22  N.W.R.T Honda CRF250R

岩手 19  T.E.SPORT Honda CRF250R

東京 17  KTM 250SX-F

栃木 30  Astemo東御　二輪部 Honda CRF450R

東京 19  SRF名倉　ACシマダ Kawasaki KX250

福岡 18  ★MOTION RACING★ Honda CRF250R

 Tomoya SUZAKI

 Rukia FUJIMOTO

 Yuki SASAJIMA

 Daiki KAMAKURA

 Ryuto KUWAGAKI

 Hironosuke KUDO

 Rin INASAKO

 Keitaro KIKUCHI

 Raichi KATO

 Aruma NAGASAKI

 Sora HIRATA

 Aoi NAYA

 Ichimaru NAGAYOSHI

 Raio NAKAMURA

 Rinji NAKADA

 Haru ASAISHI

 Yusei SAIJO

 Eito NAKAMURA

 Takenori HAYAKAWA

 Rinto ONISHI

 Takahiro SETO

エントリー　41台

予選 ヒート1　ヒート2
決勝

予選 ヒート1　ヒート2
決勝
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ゼッケン ライダー 出身 年齢 チーム メーカー クラスマシン

15

20

23

25

27

30

31

51

55

65

67

82

83

86

96

111

200

213

488

 伊良皆 康喜

 飯島 寧人

 松本 有生

 齋藤 光志

 田中 悠惺

 三浦 雪斗

 川村 光太朗

 向山 絵智

 川久保 栄太朗

 寺嶋 翔人

 畑中 太吾

 中島 颯斗

 安彦 太陽

 前原 夢叶

 太田 泰平

 大橋 雷冬

 山本 楓稀

 阿部 浩大

 高城 蓮

沖縄 7  GASGAS E5 B

千葉 11  レーシングチーム鷹 Suzuki DR-Z50 A

埼玉 10  T.E.SPORT  Honda CRF50F A

東京 9  TKS&かもん小池 Suzuki DR-Z50 A

宮城 9  Team Pitin Suzuki DR-Z50 A

秋田 8  Honda CRF50F A

青森 8  TRC高橋レーシング Suzuki DR-Z50 A

東京 9  Honda CRF50F A

兵庫 10  パーク神戸withバイクショップねお Suzuki DR-Z50 A

北海道 8  BPMFamily Honda CRF50 A

北海道 9  Suzuki DR-Z50 A

北海道 9  Suzuki DR-Z50 A

埼玉 8  城北ライダース Honda CRF50F A

東京 7  YSP浜松 with BABANA SHOX Husqvarna TC50 B

北海道 8  BPMFamily Honda CRF50 A

福島 8  きつねこ商店福島支部 Suzuki DR-Z50 A

静岡 10  モトワークスエムエックスwithふうちゃんチャンネル Suzuki DR-Z50 A

福島 7  カムイエンジニアリングwith鷲倉温泉 KTM 50SX B

茨城 8  YSP浜松 with BABANASHOX Yamaha TTR50 A

 Koki IRAMINA

  Neito IIJIMA 

 Yuki MATSUMOTO

 Koshi SAITO

 Yusei TANAKA

 Yukito MIURA

 Kotaro KAWAMURA

 Kaichi MUKAIYAMA

 Eitaro KAWAKUBO

 Hayato TERASHIMA

 Daigo HATANAKA

 Ryuto NAKAJIMA

 Taiyo ABIKO

 Yuto MAEHARA

 Taihei OTA

 Raito OHASHI

 Fuki YAMAMOTO

 Kota ABE

 Ren TAKAGI

エントリー　19台
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711

 川上 陽登

 熊谷 夏空

 萩野 雄雅

 齋藤 極

 中嶌 斗睦

 竹森 虎太朗

 武田 慎之介

 上野 琥楠

 堀田 新

 惣田 玖磨

 阿部 哲昇

 鈴木 颯真

 高城 零

 MEPEW THANAWAT

 伊原 七翔

茨城 13  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ85

東京 14  TAG Honda CRF150RⅡ

宮城 12  Y's Racing with 東北トラス Yamaha YZ85

三重 12  CLUB Mr-BIKE/ジュニアベルズ Yamaha YZ85LW

兵庫 13  ENERGY MOTOR STYLE Yamaha YZ85LW

宮城 12  Team Pitin Yamaha YZ85

宮城 14  YOU SHOP 黒松 with ローダッシュ Yamaha YZ85LW

山形 14  Y's Racing with 東北トラス Yamaha YZ85

兵庫 14  YSP浜松 with BABANASHOX Yamaha YZ85LW

香川 13  讃岐白馬会 KTM 85SX

北海道 11  Husqvarna TC85

北海道 10  Team NFS Yamaha YZ85

茨城 12  YSP浜松　with BABANASHOX Yamaha YZ85

THA 14  SilverRock,Thecnix Suspension,GoodboyTeam,IDEMITSU Kawasaki KX85

愛知 14  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ85LW

 Akito KAWAKAMI

 Sena KUMAGAI

 Yuga HAGINO

 Kiwa SAITO

 Tomu NAKASHIMA

 Kotaro TAKEMORI

 Shinnosuke TAKEDA

 Konan UENO

 Arata HOTTA

 Kyuma SODA

 Tessho ABE

 Soma SUZUKI

 Reo TAKAGI

 Nanato IHARA

エントリー　15台

予選 決勝

JX ジュニアクロス CX チャイルドクロス
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ゼッケン ライダー 出身 年齢 チーム メーカー クラスマシン

15

20

23

25

27

30

31

51

55

65

67

82

83

86

96

111

200

213

488

 伊良皆 康喜

 飯島 寧人

 松本 有生

 齋藤 光志

 田中 悠惺

 三浦 雪斗

 川村 光太朗

 向山 絵智

 川久保 栄太朗

 寺嶋 翔人

 畑中 太吾

 中島 颯斗

 安彦 太陽

 前原 夢叶

 太田 泰平

 大橋 雷冬

 山本 楓稀

 阿部 浩大

 高城 蓮

沖縄 7  GASGAS E5 B

千葉 11  レーシングチーム鷹 Suzuki DR-Z50 A

埼玉 10  T.E.SPORT  Honda CRF50F A

東京 9  TKS&かもん小池 Suzuki DR-Z50 A

宮城 9  Team Pitin Suzuki DR-Z50 A

秋田 8  Honda CRF50F A

青森 8  TRC高橋レーシング Suzuki DR-Z50 A

東京 9  Honda CRF50F A

兵庫 10  パーク神戸withバイクショップねお Suzuki DR-Z50 A

北海道 8  BPMFamily Honda CRF50 A

北海道 9  Suzuki DR-Z50 A

北海道 9  Suzuki DR-Z50 A

埼玉 8  城北ライダース Honda CRF50F A

東京 7  YSP浜松 with BABANA SHOX Husqvarna TC50 B

北海道 8  BPMFamily Honda CRF50 A

福島 8  きつねこ商店福島支部 Suzuki DR-Z50 A

静岡 10  モトワークスエムエックスwithふうちゃんチャンネル Suzuki DR-Z50 A

福島 7  カムイエンジニアリングwith鷲倉温泉 KTM 50SX B

茨城 8  YSP浜松 with BABANASHOX Yamaha TTR50 A

 Koki IRAMINA

  Neito IIJIMA 

 Yuki MATSUMOTO

 Koshi SAITO

 Yusei TANAKA

 Yukito MIURA

 Kotaro KAWAMURA

 Kaichi MUKAIYAMA

 Eitaro KAWAKUBO

 Hayato TERASHIMA

 Daigo HATANAKA

 Ryuto NAKAJIMA

 Taiyo ABIKO

 Yuto MAEHARA

 Taihei OTA

 Raito OHASHI

 Fuki YAMAMOTO

 Kota ABE

 Ren TAKAGI

エントリー　19台

ゼッケン ライダー 出身 年齢 チーム メーカー マシン 予選 決勝
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 川上 陽登

 熊谷 夏空

 萩野 雄雅

 齋藤 極

 中嶌 斗睦

 竹森 虎太朗

 武田 慎之介

 上野 琥楠

 堀田 新

 惣田 玖磨

 阿部 哲昇

 鈴木 颯真

 高城 零

 MEPEW THANAWAT

 伊原 七翔

茨城 13  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ85

東京 14  TAG Honda CRF150RⅡ

宮城 12  Y's Racing with 東北トラス Yamaha YZ85

三重 12  CLUB Mr-BIKE/ジュニアベルズ Yamaha YZ85LW

兵庫 13  ENERGY MOTOR STYLE Yamaha YZ85LW

宮城 12  Team Pitin Yamaha YZ85

宮城 14  YOU SHOP 黒松 with ローダッシュ Yamaha YZ85LW

山形 14  Y's Racing with 東北トラス Yamaha YZ85

兵庫 14  YSP浜松 with BABANASHOX Yamaha YZ85LW

香川 13  讃岐白馬会 KTM 85SX

北海道 11  Husqvarna TC85

北海道 10  Team NFS Yamaha YZ85

茨城 12  YSP浜松　with BABANASHOX Yamaha YZ85

THA 14  SilverRock,Thecnix Suspension,GoodboyTeam,IDEMITSU Kawasaki KX85

愛知 14  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ85LW

 Akito KAWAKAMI

 Sena KUMAGAI

 Yuga HAGINO

 Kiwa SAITO

 Tomu NAKASHIMA

 Kotaro TAKEMORI

 Shinnosuke TAKEDA

 Konan UENO

 Arata HOTTA

 Kyuma SODA

 Tessho ABE

 Soma SUZUKI

 Reo TAKAGI

 Nanato IHARA

エントリー　15台

予選 決勝

JX ジュニアクロス CX チャイルドクロス
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ゼッケン ライダー 所属 年齢 チーム メーカー マシン 予選 決勝
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1

2

14

15

18

24

25

26

36

58

71

72

74

84

126

188

189

213

317

523

 川上 陽登

 渡辺 正弘

 川上 真花

 浅井 大翔

 佐藤 光空

 飯島 陽向

 伊良皆 龍翔

 中村 泰介

 太田 結馬

 加藤木 桂

 蛭田 蒼将

 山田 龍晴

 上野 琥楠

 川久保 亮太朗

 杉野 蒼悟

 大城 正直

 齋藤 輪

 長谷川 祥

 富田 俊樹※

 大和 達

茨城 13  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ125

宮城 63  自然農園（ワールドキッチン）出店中 Yamaha YZ125

大阪 17  YSP浜松BOSSRACING Yamaha YZ125

京都 16  YSP浜松BOSSRACING Yamaha YZ125

岩手 14  YOUSHOP 黒松 Yamaha YZ125

千葉 14  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ125

沖縄 15  Yamaha YZ125

埼玉 48  RT MIKURA Yamaha YZ125

大阪 15  ガレージクローバーレーシングサービス Yamaha YZ125

茨城 71  TEAM-M1-RACING Yamaha YZ125

宮城 16  YOU SHOP 黒松 Yamaha YZ125

茨城 20  KISARAZU BASE  with  IDF Yamaha YZ125

山形 14  Y's Racing with 東北トラス Yamaha YZ125

兵庫 20  パーク神戸 withバイクショップねお Yamaha YZ125

広島 15  SP忠男広島RT Yamaha YZ125

静岡 30  ナカゼ89 Yamaha YZ125

三重 14  CLUB Mr-BIKE/ジュニアベルズ Yamaha YZ125

千葉 47  カムイエンジニアリング & IDF Yamaha YZ125

石川 35  Blue Lab. Yamaha YZ125

兵庫 53  Team GreenFoods Yamaha YZ125

 Akito KAWAKAMI

 Masahiro WATANABE

 Manaka KAWAKAMI

 Hiroto ASAI

 Sora SATO

 Hinata IIJIMA

 Ryuto IRAMINA

 Taisuke NAKAMURA

 Yuma OTA

 Katsura KATOGI

 Sosuke HIRUTA

 Ryusei YAMADA

 Konan UENO

  Ryotaro KAWAKUBO

 Sogo SUGINO

 Masanao OSHIRO

 Waku SAITO

 Sho HASEGAWA

 Toshiki TOMITA

 Tatsushi YAMATO

エントリー　20台

※  #317  富田 俊樹選手はゲストライダーのため、賞典外となります。

Yamaha YZ125 BLU CRU Cup  
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ゼッケン ライダー 所属 年齢 チーム メーカー マシン 予選 決勝
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15
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24

25

26

36

58

71
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74

84
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188

189

213

317

523

 川上 陽登

 渡辺 正弘

 川上 真花

 浅井 大翔

 佐藤 光空

 飯島 陽向

 伊良皆 龍翔

 中村 泰介

 太田 結馬

 加藤木 桂

 蛭田 蒼将

 山田 龍晴

 上野 琥楠

 川久保 亮太朗

 杉野 蒼悟

 大城 正直

 齋藤 輪

 長谷川 祥

 富田 俊樹※

 大和 達

茨城 13  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ125

宮城 63  自然農園（ワールドキッチン）出店中 Yamaha YZ125

大阪 17  YSP浜松BOSSRACING Yamaha YZ125

京都 16  YSP浜松BOSSRACING Yamaha YZ125

岩手 14  YOUSHOP 黒松 Yamaha YZ125

千葉 14  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ125

沖縄 15  Yamaha YZ125

埼玉 48  RT MIKURA Yamaha YZ125

大阪 15  ガレージクローバーレーシングサービス Yamaha YZ125

茨城 71  TEAM-M1-RACING Yamaha YZ125

宮城 16  YOU SHOP 黒松 Yamaha YZ125

茨城 20  KISARAZU BASE  with  IDF Yamaha YZ125

山形 14  Y's Racing with 東北トラス Yamaha YZ125

兵庫 20  パーク神戸 withバイクショップねお Yamaha YZ125

広島 15  SP忠男広島RT Yamaha YZ125

静岡 30  ナカゼ89 Yamaha YZ125

三重 14  CLUB Mr-BIKE/ジュニアベルズ Yamaha YZ125

千葉 47  カムイエンジニアリング & IDF Yamaha YZ125

石川 35  Blue Lab. Yamaha YZ125

兵庫 53  Team GreenFoods Yamaha YZ125

 Akito KAWAKAMI

 Masahiro WATANABE

 Manaka KAWAKAMI

 Hiroto ASAI

 Sora SATO

 Hinata IIJIMA

 Ryuto IRAMINA

 Taisuke NAKAMURA

 Yuma OTA

 Katsura KATOGI

 Sosuke HIRUTA

 Ryusei YAMADA

 Konan UENO

  Ryotaro KAWAKUBO

 Sogo SUGINO

 Masanao OSHIRO

 Waku SAITO

 Sho HASEGAWA

 Toshiki TOMITA

 Tatsushi YAMATO

エントリー　20台

※  #317  富田 俊樹選手はゲストライダーのため、賞典外となります。

Yamaha YZ125 BLU CRU Cup  

D
.
I
.
D

 
A

l
l 

J
a

p
a

n
 
M

o
t
o

c
r

o
s

s
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C
h

a
m

p
i
o

n
s

h
i
p

 
2

0
2

6
 
R

d
.
9

49



ゼッケン ライダー 所属 年齢 チーム メーカー マシン 予選 決勝
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 Hall Liam

 渡辺 正弘

 大塚 忠和

 菊地 洋平

 西村 健

 目黒 結翔

 安孫子 直樹

 西 信明

 大内 健八

 森田 誠

 山田 龍晴

 矢澤 朋人

 畠山 建

 村重 王介

 文屋 誠

大阪 17  DEP Japan Yamaha YZ250F

宮城 63  自然農園（ワールドキッチン）出店中 Suzuki RM125

埼玉 57  Team　POWER　BAND Yamaha YZ450F

秋田 48  Mライダース Spin Design OZU三銃士 Yamaha YZ250F

秋田 49  B!COOL＆OZU三銃士 Suzuki RM-Z250

東京 14  TEAMSAKURAIHONDA Honda CRF250R

東京 36  Honda CRF250R

神奈川 52  大磯ムスタング Yamaha YZ450F

埼玉 57  城北ライダース Honda CRF450

茨城 55  TAG Kawasaki KX250

茨城 20  KISARAZU BASE  with  IDF Yamaha YZ250

埼玉 45  TeamハンマーヘッドwithＺ社 Yamaha YZ250F

宮城 47  YOU SHOP黒松 with Team89 Kawasaki KX450

神奈川 52  LOVCA RACING Honda CRF250R

宮城 54  YOU SHOP 黒松&MTGオフロード倶楽部 Yamaha YZ250F

 Masahiro WATANABE

 Tadakazu OTSUKA

 Yohei KIKUCHI

 Takeshi NISHIMURA

 Yuito MEGURO

 Naoki ABIKO

 Nobuaki NISHI

 Kenya OUCHI

 Makoto MORITA

 Ryusei YAMADA

 Tomohito YAZAWA

 Ken HATAKEYAMA

 Osuke MURASHIGE

 Makoto BUNYA

エントリー　15台

Enjoy class  エンジョイクラス
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ゼッケン ライダー 所属 年齢 チーム メーカー マシン 予選 決勝
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 Hall Liam

 渡辺 正弘

 大塚 忠和

 菊地 洋平

 西村 健

 目黒 結翔

 安孫子 直樹

 西 信明

 大内 健八

 森田 誠

 山田 龍晴

 矢澤 朋人

 畠山 建

 村重 王介

 文屋 誠

大阪 17  DEP Japan Yamaha YZ250F

宮城 63  自然農園（ワールドキッチン）出店中 Suzuki RM125

埼玉 57  Team　POWER　BAND Yamaha YZ450F

秋田 48  Mライダース Spin Design OZU三銃士 Yamaha YZ250F

秋田 49  B!COOL＆OZU三銃士 Suzuki RM-Z250

東京 14  TEAMSAKURAIHONDA Honda CRF250R

東京 36  Honda CRF250R

神奈川 52  大磯ムスタング Yamaha YZ450F

埼玉 57  城北ライダース Honda CRF450

茨城 55  TAG Kawasaki KX250

茨城 20  KISARAZU BASE  with  IDF Yamaha YZ250

埼玉 45  TeamハンマーヘッドwithＺ社 Yamaha YZ250F

宮城 47  YOU SHOP黒松 with Team89 Kawasaki KX450

神奈川 52  LOVCA RACING Honda CRF250R

宮城 54  YOU SHOP 黒松&MTGオフロード倶楽部 Yamaha YZ250F

 Masahiro WATANABE

 Tadakazu OTSUKA

 Yohei KIKUCHI

 Takeshi NISHIMURA

 Yuito MEGURO

 Naoki ABIKO

 Nobuaki NISHI

 Kenya OUCHI

 Makoto MORITA

 Ryusei YAMADA

 Tomohito YAZAWA

 Ken HATAKEYAMA

 Osuke MURASHIGE

 Makoto BUNYA

エントリー　15台

Enjoy class  エンジョイクラス
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